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序

名古屋環状2号線や国鉄瀬戸線の敷設計画を契機に、春日井市勝川町

一帯に大規模な都市計画が実施されることになってすでに10年以上の

年月が流れ、ました。環状2号線は勝川まで完成し、平成5年3月名古屋

インターチェンジまでの完成を目指し工事は急ピッチで進んでいます。

国鉄は分割民営化が行われ、国鉄瀬戸線はJ R城北線として昨年12月か

ら部分的に営業を開始しました。 J R中央線勝川駅西側の土地区画整理

をはじめとした都市計画はほとんど完成しましたし、駅前の大規模なビ

ルも姿を現し、遺跡周辺の景観は大きく変貌しつつあります。

これらの工事に伴う事前調査として始まった勝川遺跡の発掘調査も、

昨年度末には終りを遂げました。勝川廃寺の解明をおもな目的とした発

掘調査によって、文献記録に残らない縄文時代から現代に至る勝川の歴

史がかなり明らかになり、多くの成果を得ることができました。

本書で扱う愛知県土木部による勝川土地区画整理関係の発掘調査で

は、勝川廃寺の主要伽藍は確認できませんでしたが、寺に伴う掘立柱建

物を数棟発見することができましたし、寺の周囲を巡っていた溝を3か

所で確認し、寺の位置と規模をほぼ確定することができました。この他

には弥生時代中期・後期の墓である方形周溝墓を確認したことから、当

時の墓地の範囲も推定できるようになりました。また江戸時代後期から

明治時代にかけての下街道沿いの町並みの様相や人々の暮らしを復元

できる大量の資料を得ることができました。この報告書が地域史研究や

埋蔵文化財に対するご理解の一助ともなれば幸いと存じます。

最後になりましたが、発掘調査の実施にあたり、関係各機関および関

係者からの御指導と御配慮を賜りましたことに対し、厚く御礼申し上げ

る次第であります。

平成4年3月

財団法人愛知県埋蔵文化財センター

理事長高木鐘三



例言

1本書は、愛知県春日井市勝川町に所在する勝川遺跡の発掘調査報告

書である。

2調査は勝川土地区画整理事業に伴う事前調査で、県土木部から愛知

県教育委員会を通じて委託を受けた(財)愛知県教育サービスセン

ターが昭和59年度に、 (財)愛知県埋蔵文化財センターが昭和60年度

～昭和63年度、平成2年度に実施した。調査面積は、総計6,375m2。

3調査担当者は下記の通りである。

昭和59年度・・・上部肇(サービスセンター主査、現津島市立神島町小

学校)、赤塚次郎(同主事)

昭和60年度-赤塚次郎(本セソクー主事)、松原隆治(同嘱託員)

昭和61年度・・・清水雷太郎(同課長補佐、現稲沢市立明治中学校)、赤塚

次郎、松原隆治

昭和62年度-赤塚次郎、松原隆治(同主事)、神谷友和(同主事、現安

城市立安城北中学校)、丹羽博(同嘱託員、現福岡県豊前

市教育委員会)

昭和63年度-神谷友和(同主査)

平成2年度-真鍋雅治(同主査、現松蔭高校)、岡本直久(同嘱託員)

4調査区の座標は、国土座標第Ⅶ座標系に準拠する。

5調査にあたっては、次の各関係機関のご協力を得た。

愛知県教育委員会文化財課、愛知県埋蔵文化財調査センター、愛知

県名古屋土木事務所、春日井市教育委員会

6本書の執筆は、松原・岡本・森勇一(本センター課長補佐)が分

担した。なおIV-2瓦の胎土分析はパリノ・サーヴェイによる。

7編集は加藤安信(本センター調査課長)の指導のもと、松原が担当

した。

8調査に関する資料、出土遺物はすべて(財)愛知県埋蔵文化財セン

ターが保管している。
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Ⅰ調査概要

1遺跡の立地と歴史的環境

位置

地形

鳥居松面

かちがわ,

勝川遺跡(遺跡番号04127、東経135°57′、北緯35°13′)が所在する春日井市は、庄内川を

はさんで名古屋市守山区の北に位置し、西は名古屋市北区・名古屋空港のある西春日井郡

豊山町、北は小牧市、東は岐阜県多治見市と接する。

春日井市は、尾張丘陵と濃尾平野との境界付近を占め、県境にある標高約400mの道樹

山・弥靭山などの古生層山地、その西に展開する標高約200m以下の新第三紀丘陵、 5段の

段丘面(桃山・田楽・小牧・鳥居松・春日井)、そして庄内川の氾濫原である現沖積面へと

続き南西端の勝川橋付近で標高約11mになる、東に高く西に低い地形である。庄内川を挟

んだ対岸の名古屋市守山区においても、春日井市域と同様に低位丘陵と段丘が発達してい

る。勝川遺跡は春日井市の南西端に位置し、 J R中央線の勝川駅の南西約500m付近を中心

として約12万㎡の広がりを持つ。遺跡は、標高14-13mの鳥居松面の縁辺部からその南に

広がる標高約11mの現沖積面にかけて立地し、段丘崖の湧水を集めて流れていた地蔵川が

はぼその南限と考えられる。

鳥居松段丘上には南東山古墳を始め、山神古墳、笹原古墳、狐塚古墳、兜塚古墳などが

あり、勝川古墳群を形成している。また勝川遺跡の西1 -1.5kmには白山神社古墳・二子山
あじよしあじま

古墳・春日山古墳などの味美古墳群、その南には白山薮古墳などの味鏡古墳群がある。

LJ、へ.、、ぎ

{.∴＼.チ

第1図遺跡の位置(1)

第2図遺跡の位置(2)



町田遺跡

松河戸遺跡

火山灰

段丘下では、王子製紙の工場拡張工事に際

して弥生時代中・後期の土器が確認された王

子遺跡以外には従来ほとんど遺跡は知られて

いなかったが、環状2号線の事前調査によっ
ちようだ

て町田遺跡、松河戸遺跡が確認された。町田

遺跡からは弥生時代後期の住居跡や方形周溝

墓が見つかり、同時代の勝川ムラの分村的性

格が明らかにされた。松河戸遺跡は条里制地

割りの残る所として良く知られていたが、発

掘調査によって、地割りは14・15世紀以後の

かなり新しい時代のもので、水田下の所々に

弥生時代や縄文時代の遺構が存在することが

明らかになった。特に字安賀の弥生時代前期

の環濠集落跡は注目に値するし、さらにB.C.

1200年頃の火山灰層(松河戸火山灰)が確認

され、今後の発掘調査に対し、年代決定のた

めの良い指標を提供することになった。

≡
日小牧面四八事層(『地学のガイト』)

第3図遺跡周辺の地質

㌢評甥野中や器珊蛇野鵬棚′'t

,5。。m

設華甲聖空軍革三率は蕪ど堅二二二二ユニテラ?T尋㌢

第4図勝川遺跡と周辺の遺跡(1/25,000)

1 勝川遺跡、勝川廃寺 8 兜塚古墳 15 春 日山古墳 22 白山薮古墳

2 笹原古墳 9 東 自塚古墳 16 伊勢 山古墳 23 町田遺跡

3 山神古墳 10 愛宕神社 古墳 17 シギ塚古墳 24 松河戸遺跡

4 狐塚古墳 ll ドン ドン塚古墳 18 岩屋堂古墳 25 松新遺跡

5 南東 山古墳 12 白山神社古墳 19 長塚古墳 26 春光稲荷古墳

6 大塚古墳 13 二子山古墳 20 大塚古墳

7 森 (オシメソ ド) 古墳 14 御旅所古墳 21 天神薮古墳



2調査に至る経緯

勝川廃寺

時期区分

勝川遺跡は春日井市勝川町4丁目、 5丁目、長塚町にかけて所在する。特に勝川町5丁

目付近は古瓦散布地として知られ「勝川廃寺」の存在が推定されていた。しかし、当地に

名古屋環状2号線(一般国道302号線)や国鉄瀬戸線が通ることになり、それに伴い勝川駅

を中心とした総合的な開発計画が策定され、勝川土地区画整理事業も実施されることに

なった。そのため昭和55年から春日井市教育委員会による勝川廃寺範囲確認調査、昭和56

年から(財)愛知県教育サービスセンター埋蔵文化財調査部による環状2号線用地内の調

査も実施され、多くの成果をあげた。昭和59年からはさらに国鉄瀬戸線・勝川土地区画整

理事業に伴う調査も開始された。昭和60年からは埋蔵文化財調査部を母体として設立され

た(財)愛知県埋蔵文化財センターが調査主体となり調査を進め、平成2年度をもって勝

川遺跡における予定の全発掘調査を終了した。

3遺跡の概要

昭和55年以来の勝川遺跡の発掘調査の成果の一部はすでに春日井市教育委員会、 (財)愛

知県教育サービスセンターによって公表されており、本センター実施分についても『年報』、

『勝川遺跡1988』によって発表してきた。

これらによれば、勝川遺跡は奈良・平安時代の勝川廃寺のみではなく、古くは縄文時代

晩期から現代までの人々の活動の跡が見られる複合遺跡で、 Ⅰ期:弥生時代中期、 Ⅱ期:

後期から古墳時代、 Ⅲ期:奈良・平安時代、 Ⅳ期:江戸時代後期の四期に、それぞれ集落

形成、墓域形成、寺院建立、宿場町形成といった特徴的な内容が確認されている。

この報告書で取り扱う発掘調査でも、これを追認したものとなった。

勝川遺跡関係文献

春日井市教育委員会1981-1984 『勝川廃寺範囲確認調査概報』第1 - 4次

(財)愛知県教育サービスセンター1982 『環状二号線関係発掘調査中間概報Ⅰ 』

(財)愛知県教育サービスセンター1983 『環状二号線関係埋蔵文化財発掘調査年報Ⅰ 』

(財)愛知県教育サービスセンター1984 『勝川』
し

(財)愛知県教育サービスセンター1985 『埋蔵文化財発掘調査年報Ⅲ』

(財)愛知県埋蔵文化財センター1986 『年報昭和60年度』

(財)愛知県埋蔵文化財センター1987 『年報昭和61年度』

(財)愛知県埋蔵文化財センター1988 『勝川1988』

(財)愛知県埋蔵文化財センター1988 『年報昭和62年度』

(財)愛知県埋蔵文化財センター1989 『年報昭和63年度』

(財)愛知県埋蔵文化財センター1990 『年報平成元年度』

(財)愛知県埋蔵文化財センター1991 『年報平成2年度』



4発掘調査の工程

発掘調査は、用地買収と家屋の立ち退きの進展に伴い実施した。土地区画整理関係の発

掘調査は、昭和59年から(財)愛知県教育サービスセンター埋蔵文化財調査部が主体になっ

て開始したが、翌年には埋蔵文化財調査部を発展的解消して(財)愛知県埋蔵文化財セソ

タ-が設立されたため、同センターの事業として調査が引き継がれた。

各調査区ともバックホウを用いた表土掘削から開始した。旧国道19号線に沿う地域に大

規模な撹乱が多く認められたが、それ以外はおおむね遺構の遺存状態は良好であった。表

土は近・現代の整地層であり、この整地層の下面が遺構検出面になった。

遺構検出に先立ち、まず、国土座標による基準杭を設定し、遺構掘削後原則としてヘリ

コブタ一による空中写真測量を実施した。図化にあたっては、 1/50基本平面図を作成し、

必要に応じて1/20で土層断面図、 1/10で遺物出土状態図を作成した。

また適宜発掘調査の進捗状況や遺構検出状況、遺物出土状況などの写真撮影を実施し、

空中写真測量に前後して、高所作業車を用いて調査区全体の撮影を実施した。

遺物の整理は、現場事務所で洗浄や出土地点の注記等の基礎的な整理作業を実施して、

『年報』や『情報』に発掘調査の概要を報告した。また平成3年度には、報告書作成のた

め、遺物実測図の作成、復元した遺物の写真撮影などの整理作業を実施した。



5各調査区の概要

昭和59年度

昭和60年度

昭和61年度

調査区には、それぞれ昭和期は年度、平成に元号が変わって以後は西暦年号下2桁にア

ルファベットを付け加えて調査区名としている。

59C区旧国道19号線とJ R中央線の中間付近の幅6mの道路部分。撹乱は少なかった。

方形周溝墓2基の他には、 Ⅲ期の掘立柱建物群と竪穴住居跡、東西方向に延びる溝を検出。

60A区旧国道19号線の南に沿った調査区。家屋転居に伴う大規模な廃材投棄坑があった。

鳥居松磯層が浅く、近代以降の整地が著しい。 Ⅳ期のかまどや掘立柱建物を検出。東端で

はⅢ期の方形掘り形と柱痕跡の残る柱穴が並ぶ掘立柱建物、中央付近では寺域内を区画す

るらしい東西方向に伸びる溝とそれに直交する溝を確認した。

60B区J R城北線の南側道部分に設定。薄く広げた砕石の下はすぐ磯層で、北西端から

Ⅲ期に属するらしい竪穴住居跡のコーナー部分と柱穴を検出。

60C区J R城北線の北側道部分に設定。中央は磯層が浅く、現代の撹乱がひどい。西端

と東端部分に赤色粘土層が残り、溝や土坑を検出。

61A区旧国道19号線北側に接するJ R城北線の側道部分。 Ⅳ期の河原石を積んだ石組井

戸や溝を検出した。中央やや南寄りから磯層に1m以上も深く掘り込んだ大規模な方形掘

り形の柱穴列を発見。掘形からは布目瓦しか出土せず勝川廃寺の主要建物の一つと推定。

61B区旧国道19号線南側に接するJ R城北線の側道部分。全面に赤色粘土層が残り、狭

年 度 調査区 月
面積 10 11 12

昭和59年度 59C 450m2 癖晶瑚 蝉静

昭和60年度 60A

1,033m260B

60C

昭和61年度 61A
1,033㎡

61B 雄境翌 矮̂̂ ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^1 ^1

昭和62年度 62A

2,813mJ

室熊榊 醒錠

62B 確軸榊

62C 童鵡㈱

62J 磯榊

昭和63年度 63A
450m2

a 榊 嬢 b曲流壮

63C 噂揖

平成2年度 90B
596m2

瀬棚 輸

90C 細鵬 由

第 1表 調査の工程



昭和62年度

昭和63年度

平成2年度

い部分にも拘らずⅠⅡ期の溝やⅡ期の方形周溝墓を検出。いずれの周溝からも弥生時代後期

の壷などの土器が出土した。

62A区旧国道19号線部分,61A区で検出した大規模な掘り形の柱穴列の続きを確認した。

61B区に接する部分では赤色粘土層が残り、方形周溝墓を検出した。この辺りがⅡ期の墓

域である事が分かった。

62B区61B区と62A区の南に接する「へ」字状の部分。東半では方形周溝墓、西半では

Ⅲ期の掘立柱建物を検出した。

62C区名古屋環状2号線の南側に設定した調査区。 Ⅳ期の遺構がかなり確認できた。ま

た調査区南端で東西方向に平行して延びる幅3mの2条の溝があった。これは予想してい

たもので勝川廃寺の南を区画する溝とその内側の溝と推定。

62J区勝川廃寺の範囲外と推定し、調査を予定していなかったJ R中央線の北側の道路

部分。道路工事の立ち会い中に遺構を確認。工事をストップして急速調査した。方形周溝

墓や溝、竪穴住居それに勝川廃寺の東を区画するらしい南北方向の溝を検出した。

63A区旧国道19号線とJ R中央線の中央付近の調査区。撹乱が多い。

63C区J R中央線の南の狭い調査区。灰釉陶器に混じり弥生土器が出土した。

90B区南東山古墳の南側の東西に走る道路部分の調査区。北西から南東にのびるⅡ期の

溝を検出。

90C区南東山古墳の東側墳裾部分にかかる道路部分の調査区。墳丘盛り土の下に古墳時

代初頭の竪穴住居跡を数棟検出。 (松原)



Ⅱ遺構の概要

1層位

整地層

鳥居松礫層

調査地の旧地表は標高13-14mを測り、全体に北東から南西に向かってわずかに傾斜し

ている。層位は、基本的には上から現代を中心とする上部整地層(第Ⅰ層)、江戸時代後期

から明治時代の下部整地層(第Ⅱ層)、奈良・平安時代の整地層である褐色粘質土(第Ⅲ層)、

そして地山と考えられる第Ⅳ層の赤色粘質土層、黄色砂質土、礫層と続く。

第Ⅰ層と第Ⅱ層との境界は必ずしも明確ではなく、薄く堅い整地層がいく層にも重なっ

ているのが認められ、頻繁な建替えが想像される。これは特に旧国道19号線に沿った地域

で著しい。なお第Ⅱ層にはかなりの割合で奈良・平安時代の瓦が含まれており、石組井戸

やかまどなどの遺構にこうした古い瓦が再利用されていることも時折見られる。

第Ⅲ層は部分的に残存するものであり、瓦・須恵器・弥生土器を含む。

第Ⅳ層の赤色粘土層も、礫層が深く下がっている場所に、部分的に認められ、ここに方

形周溝墓が確認されることが多い。この粘土層の成因は、良く分かっていない。礫層はい

わゆる鳥居松礫層で、拳大のチャート礫が多い。

遺構の検出は整地層中での確認が難しく、 Ⅰ層とⅡ層との境界で近世の遺構を確認し得

た場所は狭い。ほとんどの調査区では表土を排除し、赤色粘土もしくは礫層上面で初めて

検出ができ、しかも弥生時代から近世に至る遺構を同一面で確認した。

なおJ R中央線の北西側を字名から上屋敷地区と呼ぶのに対し、東側を南東山地区と呼

ぶが、ここも鳥居松段丘上であるため、基本層位は他の地区と変わらない。下街道からか

なり離れるためにⅣ期の遺構が見られないものの、近・現代の整地のためにかなり撹乱を

うけており、遺構検出面は整地層下の鳥居松礫層上面である。なお90C区は南東山古墳の

東側墳丘裾を調査することになり、表土(耕作土)の下に古墳の盛り土があり、黒褐色粘

質土(弥生時代遺物包含層)、鳥居松礫層という層序になっていた。

~二14m

13m

Ⅰ上部整地層7明褐色7.5YR5/8粘質土(SD79埋土)

Ⅱ下部整地層(版築状)8褐色10YR4/6粘質土(SD79埋土)

Ill

IV-2器の芸乙5YR5/8*

1。YR6/8霊。地山9

1。器の37.5YR5/83K

fe5YR5/83|ft芸王(SZ27周-)

5明褐色7.5YR5/6粘質土11黄褐色10YR5/8粘質土

6明褐色7.5YR5/8粘質土12赤褐色5YR4/8粘質土(SZ27周溝埋土)

第6図基本層序(61B区北壁)



2遺構

検出した主な遺構は、方形周溝墓18基、竪穴住居10棟、掘立柱建物13棟、溝18条、土坑

8基、井戸1基である。また大規模な土坑が多数認められたが、これらはいずれも現代の

家屋転居に伴う廃材投棄坑であることが明らかであり、遺構との関係を明らかにするため、

廃材投棄坑の上端線のみ図示した。

検出した遺構は、 Ⅰ期(弥生時代中期)、 Ⅱa期(弥生時代後期)、 Ⅱb期(古墳時代)

Ⅲa期(白鳳～奈良時代)、 Ⅲb期(平安時代)、 Ⅳ期(江戸時代後期～明治時代)に大別

する。なお、遺構には、方形周溝墓SZ、建物SB、溝SD、井戸SE、土坑SKなどの遺構の種

類を示す記号の後に既刊の報告書からの通しの一連番号を付した。

時 期 区 分 時 期 既 報告 分 (上屋 敷 の み ) 今 回 報告 分 .

I 弥生 中 期

S Z 14、 23 S Z 23、 30、32、 34、35、 36、39、 40、

SK 04、 41 41、 42、43、 44

S D 10 S D 165、 175

II

a 弥 生 後 期

S Z 15、 16、17、 18、 19、 20、22、 24、 S Z 16、 24 、25、 26、27、 28 、29、 37、

25 38

S D 163、 170

b 古 墳
S Z 03、 05 、09、 10、11、 13 S Z 31

SK 52 S B 73、 74

ⅠⅠⅠ

a 7 C 末 ～ 8 C 前

S B 08、09 、20、 21、22、 23、46、 47 S B 47、48 、49、 50、51、 52 、56、 57、

S D 33、34 、37、 63、64、 65 、79、 81、 58、59 、60、 61、62、 63 、64、 65 、

82、84 66、67 、69、 71、72

SK 53 S D 79、 159、 162、 164

b 8 C 後 ～
SK 31

S X 03

SD 133、 134

Ⅳ 18 - 19 C

S A 04、08 、10

S B 04 S B 53、54

SD 20、74、 75、 77 SD 108 、127、 129 、147、 148、 151

S K 13、16、38 、39、40、99、100 、10 1、 S K 339、379 、392、393、398 、4 18、562

105

S X 05、06、 07、08、 09、 12、 16、 19 、

21、22

S E 01、02、 03、05、 07、09、 10、 11、

12

S X 24

第 2 表 遺 構 の時 期 区 分



1 I期の遺構

62B区、 59C区、 62J区で方形周溝墓、 90B区で溝を検出した。

方形周溝墓

SZ23 62B区東端付近で検出した方形周溝墓。すぐ北側の瀬戸線部分の調査に際し、周溝

の一部を確認したため、今回の検出が推定されていた。主軸はN52°W。墓の規模は8.4× 7

m、溝幅は0.35-0.5m、溝の深さは検出面より0.63m。埋土は、上層が明褐色粘質土、下

層が明赤褐色粘質土である。周溝の一部は調査区外のため検出できなかった。四隅に陸橋

を持つこと、主軸方向が真北から450以上振れていることから、遺物は出土しなかったが、

Ⅰ期の遺構と考えられる。

SZ30 62B区中央付近で、東側周溝と西側周溝の一部を検出した方形周溝墓。東溝は幅1.

2m、深さ0.9m、底から弥生時代中期の底部穿孔の壷が出土した。西溝はかなり検出が困

難であったが、幅1.2m、深さ0.5m、同時期の壷の破片が出土。

SZ32 59C区で検出した方形周溝墓。四隅に陸橋があるタイプで、主軸はN50-W。北西側

の周溝が調査区外のため未検出。墓の規模は一辺5.6m。溝幅は0.8m、深さ0.55m。埋土

は赤褐色粘質土。

SZ33 63Aa区の西端で東溝と南溝の一部のみ検出した。 Ab区の東端では近世の遺構に

よって削られ確認できなかった。東溝は幅1.2m、深さ0.2m、南溝は幅0.8m、深さ0.2m。

埋土は赤褐色粘質土である。遺物は出土しなかったが、埋土と溝の形状から四隅が切れる

タイプの方形周溝墓の南東の端と考えられる。

SZ34 63Aa区でSZ33と並んで検出した。西溝と南溝の一部を検出SZ33同様の埋土で

あり、遺物の出土は見なかった。西溝は幅0.6m、深さ0.3m、南溝は幅0.6m、深さ0.2m。

SZ35 63Aa区で、 SZ34の南東側から北溝と東溝を検出。いずれの溝も幅1.2m、深さ0.5

mを測り、埋土中から高蔵期の土器が僅かに出土した。主軸はN12-W。

SZ36 63Aa区で、 SZ35の南東側で一条の溝を検出した。長さ5m、幅1.3m、深さ0.5m

で、溝中から中期前半の壷の口縁部が出土した。この溝一条だけでは方形周溝墓とはいい

がたいが、他の方形周溝墓の溝と埋土が同じであり、溝が短く終わっていることなどから、

南に展開する方形周溝墓と考えられる。

SZ39 62J区で一番南に位置する方形周溝墓,62J区ではこの方形周溝墓とSZ41の2基の

主軸方向が異なるN27°W。四隅が切れるタイプ。東溝は長さ2.6m以上、幅1.2m、深さ

0.45m、南溝は長さ3.8m、幅1.2m、深さ0.2-0.35m、南溝から弥生時代中期の壷形土器

が出土。西溝は検出できなかった。北溝は調査区外。

SZ40 62J区で検出した四隅が切れる方形周溝墓。主軸方向は、 N10°E。北溝は一部調査

区外のため全長は不明。幅2.5m、深さ0.7m。西洋は長さ4.7m、幅1.8m、深さ1m。ほ

とんど遺物は出土せず。

SZ41 62J区で検出した四隅が切れるタイプの方形周溝墓。主軸はN30°W。東溝は長さ6

m、幅1m、深さ1m、。南溝は長さ6m、幅1.1m、深さ0.4m。西溝はおよそ長さの半分



ほどしか検出できず、続きは調査区外へのびる。幅1.2m、深さ0.4m。墳丘規模は、一辺

約8m。 SZ40との周溝の切り合い関係から、 SZ40より新しい。

SZ42 62J区で検出した方形周溝墓。 SZ40にはば平行し、北側に位置する。東溝は長さ5.

4m、幅0.8m、深さ0.4-0.7m、西溝は長さ4.2、幅0.6、深さ0.4m、北溝は長さ2.4m、

幅0.5m、深さ0.15m。南溝は長さ2.8m、幅1.2m、深さ0.4m。東溝と西溝の間隔から墳

丘規模は一辺が5mほどである。やはり遺物の出土はほとんど無かった。

SZ43 62J区で検出した方形周溝墓。 SZ42の東から平行した長さ2.5m、幅0.8m、深さ0.

3mの溝を1条検出した。溝の形状と埋土から方形周溝墓と推定。恐らく東の調査区外に主

要部分があるのであろう。主軸方向はN20。E。

SZ44 62J区の一番北に位置する方形周溝墓。北溝はⅢ期の遺構に削られ、検出できな

かったものの、残りの溝は検出できた。東溝は現在長2.5m、幅0.5m、深さ0.2m、南港は

長さ3.7m、幅0.6m、深さ0.4mを測る。西溝は不明瞭。規模は一辺約5.5mの方形同港基

と推定。

溝

SD165 62J区で検出した溝。方向はN100°W。幅1m、深さ2m。断面Ⅴ字形で、非常に

多くの弥生土器が出土した。弥生時代中期後葉に比定。

SD175 90B区で検出した溝。方向はN25°W。幅2.9m、深さ0.9m。壷が出土。弥生時代

中期後葉に比定。



2 Ⅱ期の遺構

方形周溝墓、溝、竪穴住居を検出した。

方形周溝墓

SZ16昭和57年度J区の発掘調査において東側半分を検出した方形周溝墓で、 62C区の調

査では残る西半分を検出した。西側周溝は幅1.6m、深さ0.1-0.2m、遺物は弥生土器の細

片が出土した。東西6m、南北7.5m。弥生時代後期後半に比定。

SZ24昭和59年度B区で検出した方形周溝墓の西側周溝の続きを確認した。幅2.3m、深さ

1m。北西角に陸橋部が存在した。周溝の中から壷が2点出土した。主軸方向はN17°W、

東西14m、勝川遺跡の方形周溝墓としてほ大型。弥生時代後期前半に比定。

SZ25昭和59年度B区で検出した方形周溝墓の北側周溝を確認した。幅1.4m、深さ1m、

長さ4mの規模の周溝で、ほぼ中央から壷2点、坩1点が出土した。昭和59年度の調査で

は東側周溝を確認し下胴部穿孔の短頸壷と台付怨が出土している。他の周溝は確認できな

かった。主軸方向はN21°Wで、規模は一辺約7.5m。弥生時代後期前半に比定。

SZ27 61B区で東・西・南の周溝の一部を確認し、壷が1点出土。 62A区で北側周溝を確

認し、壷が1点出土した。規模は東西7m、南北7m、北西端に陸橋部がある。主軸方向

はN25°W。弥生時代後期前半に比定。 SZ24と切り合い関係があり、 SZ24に先行。

このほかにも溝の一部しか確認できなかったが、形状や埋土から、この時期の方形周溝

墓の可能性が高いものとして、 62A区のSZ26-28-29、 62C区のSZ37・38があげられる。

溝

SD163 62J区の南端で検出した。幅8m、深さ0.4m。方向はN50-W。弥生時代中期の土

器もわずかに混じるが、後期後半の壷・甕などが出土した。住居や墓の位置、溝の規模な

どを考慮すると、この溝は勝川遺跡の弥生時代後期の環濠である可能性が高い。 I

SD170 90Bで検出した幅2m、深さ1m、 N45°W、弥生時代後期後半の溝である。

竪穴住居

SB73 90C区北寄りで検出。住居跡の2辺を検出、他は調査区外。 1辺5.2m、主軸方向は

N45°W。床面は検出面である鳥居松磯層を約40cm掘り込む。周溝は断面として確認できる

が、平面では不明瞭で部分的に検出。主柱穴は2か所ある。床面中央には緩やかな落ち込

みがあり、焼土と炭化物が埋土に混じることからこれは炉跡と思われる。床面の出土遺物

から弥生時代後期後半に比定。

SB74 90C区中央付近で検出。北壁・南壁および主柱穴3か所を確認。床面は鳥居松磯層

を30cm掘り込む。東壁は撹乱によってえぐられ、西壁は調査区外になる。南北幅4.7m、主

軸方位はN25°E。高杯が出土。弥生時代後期後半に比定。

SB75 90C区南端で北側半分を検出。床面が磯層を掘り込まないために周溝と主柱穴をか

ろうじて確認できたにすぎない。東西幅4.1m。ピットは多数確認したが、主柱穴は1か所

のみ。主軸方向はN30°W。複合口縁壷や短頸壷などが出土した。弥生時代後期後半に比定。

(岡本・松原)
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第8図SB74実測図(1る60)

第9図SB75実測図(1る60)
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春日井市教育委員会『南東山古墳』の測量図をトレースし、 90C区を加筆

第10図南東山古墳測量図(1る300)

Ⅰa表土(畑土)
Ⅰb暗褐色粘土
Ⅱa暗灰色粘土と淡黄色細砂の互層
IIb南東山古墳
Ilia黒褐色土
Illb下面遺構埋土
ⅠⅤ礫層(赤褐色粘質土まじり) 十、#、vy鳥居松礫層

第11図南東山古墳裾部土層図(1る40)
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(3) Ⅲ期の遺構

Ⅲ期は奈良・平安時代で、寺の周囲を巡る大溝と寺域内部を区画する溝、建物、土坑な

どの遺構を確認できた。

寺の周囲を巡る大溝

SD79 59B区で検出した溝の続きを61B区で検出した。東西にほぼまっすぐ延び、瓦や須

恵器が出土した。しかし、その西側延長上に当たる62A区、 61B区では検出できなかった。

旧国道19号線脇でもあり、近代以降削平されたものか。

SD162 62C区南端で検出した幅2.7m、深さ0.5m、東西方向に延びる溝である。瓦と須恵

器が出土した。なおこの溝から北7.5mの位置で、 SD162に平行する幅2m、深さ0.3mの溝

SD159を確認した。これは過去の調査(E区、 59A区)で寺域の西側では2条の溝が平行し

て延びることが明らかになっていることと考え合わせると、少なくとも寺域南側にも2条

の溝が巡るらしいことが推定できた。

SD164 62J区で検出した幅5m、深さ0.4-lm、南北に延びる溝である。瓦と須恵器が

出土した。この溝の確認により、勝川廃寺の東西幅が227mとはぼ確定できたことになる。
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14m

:び// ・
Ⅰ上部整地層
II下部整地層(版築状)
IV-3鳥居松礫層
5灰褐色粘質土
6褐色粘質土

1

2

3

4

5

6

7

8

黄褐色土(褐色土がまじる)SD164埋土
明黄褐色土
暗褐色土

黒褐色土(小磯含む)
茶褐色土(小磯多い) )

SD163埋土

明茶褐色土(礫多い)
茶褐色土(暗黄褐色土まじる)
燈褐色土

第14図SD164実測図
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13m

7くらい淡褐色粘質土
8暗黄褐色粘質土
9鮮赤褐色磁質土
10黒褐色粘質土
11鮮赤褐色粘質土

第13図SD79実測図
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第15図SD162・159実測図
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寺域内区画溝

SD133 60A区で検出した幅0.6m以上、深さ0.2mの南北溝。かつてK区の調査で検出した

南北に延びるSK31の北側延長上に位置する。

SD134 60A区で検出した幅3m-4m、深さ0.5mの東西溝。かなり大量の瓦や須恵器、

灰釉陶器が出土した。

SD149 59C区中央で検出した幅1.6m、深さ0.3mの断面U字形の東西溝。鮮茶褐色の埋土

中から須恵器、瓦、瓦塔などがまとまって出土した。

SD150 59C区で検出した東西溝。 SD149の北約22mに位置し、幅1.4m、深さO.lm。後で

述べるSB65と切り合い関係があり、こちらが新しい。

SD153 63Ab区で検出した南北溝。幅l.lm、深さ0.7m。

掘立柱建物

SB47 59A区で検出した建物の北側半分を60C区西端で確認。桁行4間。柱間2.6m。柱穴

から瓦、須恵器が出土した。

SB50 61Ab区と62A区にまたがって確認した建物。桁行5間、梁行3間、柱間寸法は3

m。柱穴は1.2mX 1mほどの長方形の掘り形で、堅くて掘りにくい鳥居松礫層を1.2mも

掘削して太さ30cmの柱を立てている。柱の列がほぼ東西南北に並ぶこと、勝川廃寺の推定

される範囲内において、中心よりやや北に位置することなどを考慮すると、この建物は寺

の重要な建物の1棟になろう。瓦、須恵器が掘り形から出土。

SB51 62A区でSB50の南側で検出した建物。 SB50と同規模の掘形の柱り穴を3か所

A′

A ^^____ _一一一一一一一こ
14m

+鏃r「志多い)



確認できたが、他は調査区外のため建物の規模は不明。柱穴の位置から建物の北東隅を検

出した事になる。

SB52 62A区で検出した建物。掘り形は小さく浅い。東西2間、南北2間。遺物は出土し

なかったが、柱穴が東西もしくは南北に並ぶこと、下街道の真下に位置することからⅢ期

と推定。

SB56 60A区東端から62B区にかけて検出した。桁行4間以上、梁行2問の東西に長い建

物。柱間は1.8m。長軸はN84°E。

SB57 62B区でSB56の北側で並ぶように検出した。桁行4間以上、梁行2間。東西に長く、

長軸はN88°W。

SB58 59C区で検出した東西に長い四面庇の建物。母屋は南北2間、梁行は調査区外のた

め不明。柱間1.94mの等間。

SB62 59C区で検出した。南北2間、東西2間以上。 2m等間。

SB63 59C区でSB62の東側で検出した南北に長い建物。南北3間以上、東西2間。柱間は

不揃い。建物の主軸はN3°E。

SB64 59C区においてSB63の北側で検出した南北に長い建物。南北4間以上、東西2間。

柱間は2.64mの等間。

SB65 59C区においてSB64の北東側で検出した四面庇の建物。母屋は東西2間以上、南北

2間以上。

SB64 59C区北端で検出した建物。南北2間、東西2間以上。東柱列2.15m等間、南柱列

1.85m等間。

SB72 62J区北端で検出した建物。東西2間以上、南北2間以上。

竪穴住居

SB48 60C区東端で検出した。赤色粘質土を掘り窪めた周溝と床面の一部を確認。

SB49 60B区西端で、南西隅と主柱穴を1か所検出した。

SB57 59C区で検出。北壁中央にカマド跡が残る。壁高0.15m。住居の主軸はN35°W。

SB58 SB57の北側に隣接して検出。主軸はN18°W。

SB59 SB58と切り合い関係があり、こちらが新しい。

SB67 62J区で検出した。主軸をN65-Wとした住居で、西側半分が調査区外。一辺3.8m、

南東側の壁にかまどが残る。

SB69 62J区で検出した。主軸をN75-Wとした住居で、主柱穴2か所を確認。短辺3m長

辺4m以上。

SB71これも62J区で検出した住居で、北東側が土坑で掘削されているが、一辺4mを測

る。
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第17図111期の建物群(1)
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(4 Ⅳ期の遺構

下街道の側溝、町屋の区画溝、掘立柱建物、井戸、廃棄土坑などを検出した。

下街道の側溝

SD127 62A区は旧国道19号線の直下にあたり、ここでは下街道も同じ位置にあったこと

が地籍図から明らかなため下街道の検出に努めた。しかし旧国道の基礎工事が地表下60cm

にまで及んでおり、遺構検出面は鳥居松磯層上面となり、下街道の道路面は削平されてし

まっていた。ただ62A区の東半において側溝と推定できる溝を検出した。SD127は北西側の

溝で幅1m、深さ0.4-0.lmで、 25mの長さに渡って続いていた。側溝の南東側には土止

め用と考えられる杭列が続いていた。溝の埋土の灰色粘質土からは陶磁器のほかに昆虫遺

体が多数出土した(IV-2、 55真一62頁参照)。

SD129 62A区で検出した下街道の南側溝と推定できる溝で、埋土の滞水性をしめす灰色

粘質土から陶磁器が出土した。南側が調査区外のため幅は不明、 8mの長さを検出した。

なおA区での溝や土坑の在り方から、下街道は南西になるにつれ、旧国道から南へずれる

ような様子を示す。またSD127とSD129が正しく下街道の側溝とすると、街道幅は約4 mに

なり、削平を考慮すると、 2間幅と推定できる。

町屋区画溝

SD108 61Ab区で検出した東西方向に延びる溝。幅0.6m、深さ0.3m、 3mの長さを確認

できた。土器・陶磁器が出土した。

SD147 59C区南端で検出したL字形に曲がる溝である。片側の端が確認できなかったた

め溝の規模は不明。陶磁器と共に瓦や須恵器が出土した。

SD148 59C区で検出した東西に延びる溝。幅2m、深さO.lm。大量の陶磁器が出土した。

SD151 59C区北端で検出した東西に延びる溝。幅1.4m、深さ0.4m。

掘立柱建物

SB53 60A区西端で検出した、主軸をN68°Eとし、東西5間以上、南北3間、 1.2m等間

の建物。柱穴の底に人頭大よりやや小さい礎石をもつものが含まれる。

SB54 60A区西端でSB53と重なるようにして検出された東西6間、南北2間の建物。主軸

はN65°E。

井戸

SE13 62A区で検出した石組みの井戸で、掘り形は直径2.2mの円形をなすと推定される

が北側半分は調査区外のため確認できなかった。安全確保のため、底まで調査はできなかっ

たが、底近くでは石組みではなく瓦組みであることを確認した。端を揃えて積んであった

瓦は古代の瓦で、しかも厚い軒平瓦あるいは胴部を打ち欠いた軒丸瓦の瓦当部分を横積み

したものであった。井戸を構築する際に、周囲に石を積むに先立ち安定性を確保するため、

付近に散乱していた古代の瓦を再利用したのであろう。
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かまど

SX24 60A区で検出した遺構。瓦を横積みにした長径1.6m、短径0.6mの楕円形プランで

外側には厚く土が塗られ、内側には灰がたまっていた。瓦は均整の瓦に混じって布目瓦が

再利用されていた。

用・排水施設

SK339 60A区で検出した。直径2.3mのほぼ円形で、深さ0.2mを計る。底には黄灰色の粘

土が貼りつけてあり、埋土から陶磁器が出土した。周囲には4か所の柱穴が残ることから

屋根を持つ施設と考えられる。

特殊土坑

SK379 62B区で検出した、長径1m以上、短径0.7m、深さ0.6mの土坑。埋土中から梵字

などを墨書した土師質皿が2枚出土した。地鎮具と考えられる。

廃棄土坑

SK393 62B区で検出した長径1.5m、短径1.2mの土坑。深さ0.4m。陶磁器が出土。

SK392 62B区で検出した長さ10m以上、幅4mの土坑。深さ0.2-0.4m。陶磁器が出土。

SK398 62B区で検出した直径約2mの土坑。深さO.lm。陶磁器が出土。

SK418 62B区で検出した長径3.5m、短径1.5m以上の土坑。深さ0.2m。陶磁器が出土。

SK562 62C区で検出した土坑。東西6m、南北3.4m、深さ0.9mで北側に一部張り出す。

かなり新しい廃棄土坑で、装飾技法に摺絵や銅版転写が認められる磁器が出土。また内側

に「せいろきねん陣中作」、外側に「清国大平山」と刻書し、 「満州焼」、 「歩ノ六ノ六」、

「安藤」と押印された小坏が出土している。文字通りとするならば20世紀初頭に年代比定

できる。

なお遺構のまとまりが認められるものとして、 62C区の北東隅で検出した土坑群が指摘

できる。これらはかつての調査で検出したSX16やSE08、 SD42などと関連をもち、常滑産

の甕を埋置した土坑(SK544-550)と粘土を周囲に塗った土坑(SK551-553)、さらに炭

化物が堆積した大型土坑(SK555)とで構成され、厨房関係の場であったことが容易に想像

される。 (松原)



Ⅲ遺物の概要

出土した遺物には、石器、弥生土器、土師器、須恵器、埴輪、瓦、陶磁器などがある。

遺構出土遺物を中心に、時期別に記述する。

1 Ⅰ期の遺物

SZ33 (第24図、 7-11)

周溝内から壷が出土した。 7は壷の口縁部で、凹線文の下に櫛による刺突文が施される。

8はロ頸部を欠損、底部は平坦で、焼成後の穿孔が認められる。胴部の形態は算盤玉状を

呈し、櫛描き横線文と波状文が施される。弥生時代中期後葉に比定できよう。

SZ39 (第20図、 12-13)

南東側周溝から壷と甕が出土し

た。 13は台がついた壷で胴部は算盤

玉状で、下胴部は縦位のヘラ磨きが

認められる。ロ頸部を欠損。弥生時

代中期後葉に比定。

ilIlll i _1_ :

第20図SZ39出土遺物
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第21図62J区出土石器
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SD165 (第22図、 14-37)

壷や甕が多数出土した。 14*16は壷のロ頸部で中位で屈曲し、内儀(14)もしくは直立

(16)する。弥生時代中期中葉に比定。 15-18は受口状口縁部で凹線文が施される。 19 ・

23は壷の口頸部で、口縁部は内側に屈曲する受口状口縁部をもつ。 19は口縁部に半裁竹管

により斜格子文を施す。 20は口縁部に羽状刺突文を施す。 21は壷の口頸部で、強く外反し

ロ縁部内面に三角状浮文と羽状刺突文をもつ。 22も壷の口頸部で、強く外反し肥厚する口

唇部を持つ。口縁部内面には円形浮文と羽状刺突文それに二重の竹管文があり、口唇部に

はやはり二重の竹管文を施す。 24は胴部に櫛描き横線文をもつ。 25-27は櫛もしくは半裁

竹管による横線文と波状文をもつ。 29は半裁竹管による斜格子文を施す。 33-37は甕で

33-36は口唇部に-ラ刺突列を施す。 37はロ縁部内面にへラ刺突列を持ち、胴部外面はへ

ラけずりを施す。石器としては砥石(6)が出土した。

SD175 (第26図、 62)

細片が多く、図示し得るものはほとんど無かった。 62は壷で口頸部と下胴部から底部に

かけて欠損。頸部から胴部に櫛描き横線文が施され、胴部は算盤玉状を呈する。

2 Ⅱ期の遺物

SB74 (第26図、 57-58)

高杯と器台が出土した。 58は高杯脚部で外面はへラ磨き、上部には櫛描横線が施される。

57は器台で外面にはへラ磨きが施される。 58は弥生時代後期前半(山中期)、 57は古墳時代

初頭(元屋敷期)に比定。

SB75 (第26図、 59-61)

壷が出土した。いずれも表面の痛みがひどく調整は不明。 59は複合口縁の壷である。 61

は短頸壷である。古墳時代初頭に比定。

SZ27 (第25図、 38-40)

壷2点、甕1点出土。壷はいずれも溝の底近くから出土した。器表面の剥落が著しい。

SZ24 (第25図、 41-42)

壷2点が、周溝がかなり埋まってから正立して置かれた状態で出土。強く外反する日録

部と球形に近い胴部を持つ。

SZ25 (第25図、 43-45)

壷2点、坩1点出土。 43はハケメが残る。 44はへラミガキが認められる。 45は上胴部に

3か所の横線帯をもち竹管文を施す。

SD163 (第26図、 46-51)

高杯、壷、甕が出土した。 46は碗状の杯部を持ち、日縁部が水平に外へ突き出る。口縁

内側には小さい突帯が巡る。 47は複合口縁で内外面に櫛による羽状刺突文を施す。 49はS



第23図方形周溝墓遺物出土位置
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第26図Ⅰ ・ⅠⅠ期の遺物



字状口縁台付甕。弥生時代中期後葉から古墳時代初頭にかけての遺物が認められる。なお

1-4の石鏃もこれらの土器に共伴。

SD170 (第26図、 63)

壷が出土。外面は剥落が著しい。口縁内側にはヨコナデ、頸部内側にはへラミガキが認

められる。形状から弥生時代後期前半に比定。

SZ31 (第28図、 64-65)

高杯、蓋が出土した。 64は天井部と口縁部との境に稜をもつ。 65は短脚で透孔はない。

裾部上面に1条の凸線を巡らす。

SD154 (第28図、 67)

鳩が出土した。胴部には3本の波状文帯をもつ。ロ縁部を欠損。

なお、古墳時代の遺物として埴輪がある。遺構に伴うものはなく、いずれも二次堆積で

あり、ここで簡単にまとめておく(第27図、 68-89)。すべて須恵質である。

68は朝顔型埴輪である。円筒埴輪は調整技法によって、タテハケの後ヨコハケを施した

もの(69-87)と断続的なタテハケで二次調整が見られないもの(88、 89)の二種類に分

類できる。前者には、細かいハケメのもの(77-80)、内面は撫でてハケメが認められない

もの(81、 82)、内面に部分的にヨコハケが残るもの(84-86)などがある。

(岡本・松原)
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3 Ⅲ期の遺物

Ⅲ期の遺物としては、須恵器、灰釉陶器、瓦などがある。説明の簡略化のために、須恵

器のうち頻出器種である杯蓋、杯の分類をする。なお瓦の分類は『勝川』 1984に準ずる。

(1)須恵器・灰釉陶器(第28図-第31図)

須恵器の器種分類

杯蓋 Aつまみがあり、かえりを有するもの。

Bつまみがあり、口縁端部を下へ折り曲げるもの。

Cつまみがなく、口縁端部は下側に厚くなるもの。

杯 A台はなく腰部で折れ曲がり、逆ハ字状に直線的に体部が外へ広がるもの。

B杯Aに高台が付くもの。

C丸みを持った体部で、底に回転糸切り痕が残るもの。

D杯Cに高台が付くもの。

大溝からの出土遺物

SD162 (第28図、 90-91)盤が出土した。浅い体部に強く折り曲げたロ縁部を持ち、端部

は小さく外反する。

SD79C第28図、 92-93)杯蓋Bと甕が出土した。 93のロ頸部は内・外面ともに回転横ナデ、

体部は外面に平行タタキ、内面に同心円タタキが残る。

SD164C第28図、 94-110)杯蓋B、杯A・B、壷が出土した。 95の杯蓋には、体部に焼成

前の穿孔が1か所認められる。杯A ・ Bの底部は回転へラケズリで、 へラ記号が残るもの

がある(96-101、 107、 109)。

区画溝からの出土遺物

SD134 (第29図、 111-120)杯蓋C、杯A・C、甕のはかに新しい遺物として灰釉陶器の

皿や瓶が出土した。 199は甕で、焼成前に、頸部外面に「人」と1文字が刻書されている。

118は灰釉陶器の皿で淡黄色の釉が掛かる。見込み部と外面下半部から底部にかけては施釉

されない。なおロ縁部は4か所つままれ、輪花皿となる。 120はロ頸部、注ロの受部を欠損

するが、浄瓶である。

SD149C第29図、 121-135)杯蓋B、杯A・B、盤、甕、瓶などが出土した。 130は恐らく

樋であろう。 131と132は長頸瓶と考えられる。

住居からの出土遺物

SB6K第30図、 136-139)杯Aのはかに高杯138や平瓶139が出土した。 138は脚部を欠く

が、丸みを帯びた杯部で、外面中央に稜が巡る。

SB71 (第30図、 142-146)杯蓋B、杯B ・ Cが出土した。

SB69 (第30図、 147-151)杯蓋B ・杯A・ Bが出土した。

SB67C第30図、 152-154) 152は灰釉陶器の皿。淡黄緑色の釉がロ縁部のみに施される。



153は長頸瓶の口縁部である。 154は杯Aであるが、大型で厚い。

寺域外の溝からの出土遺物

SD169C第30-31図、 155-200)東西に延びる溝であるが、途中で鍵の手にまがっている。

上面では磯が大量にみつかり(図版30)、磯に混じって須恵器や瓦が出土した。杯蓋A・B、

杯A・B・C、高杯、鉢、長頸壷、短頸壷、甕などがある。 170・171は杯蓋Aで、少さい

かえりが認められる。 167・168は高杯の脚部である。 169は土師器。 192・193は鉢。 192の

底部には糸切り痕が明瞭に残る。 193の底部は回転へラケズリ。 194は長頸壷で口頸部と体

部上面に釉が掛かる。 196はほぼ垂直な短い口頸部を持つ壷。

(2)瓦(第32図-第37図)

瓦はⅢ期の遺構に伴うものがあるが二次堆積であり、また必ずしも出土が多い訳ではな

い。 Ⅳ期の廃棄土坑や整地層からの出土量が多い。したがって瓦については、遺構ごとで

はなく器種ごとに取り扱う。

瓦は丸瓦(KA)、平瓦(KB)、軒丸瓦(KC)、軒平瓦(KD)、鬼瓦(KE)と分類し、それ

ぞれさらに以下のように細分される。

KAI粘土紐まきつけによる玉縁丸瓦。 KAⅡ粘土板まきつけによる行基茸丸瓦。

KBⅠ粘土紐による桶巻作りの平瓦。 KBⅡ粘土板による桶巻作りの平瓦。

KC Ⅰ素文縁複弁8菓軒丸瓦。 KCⅡ珠文縁複弁8葉軒丸瓦。藤原宮6233

Acと同一の笵を使用。

KDⅠ三重弧文軒平瓦。 KDⅡ四重弧文軒平瓦。

KDⅢ偏行唐草文軒平瓦。 KDⅣ均整唐草文軒平瓦。

KE Ⅰ重弧文鬼瓦KEⅡアーチ形鬼瓦

KEⅢ鬼面文鬼瓦

文字瓦

201はKAII、 202・203はKAⅠ。 205はKBⅠ、 204・206はKBⅡ。 202・203・206は軟

質で淡黄白色を呈する。 206のみかなり砂粒が目立つ。他は灰色で堅い焼成。

207-213はKCⅠ、 214-219はKCⅡ。 KCⅠのうち、外縁がケズリを施すものとナワタ

タキを施すものがある。 212には側面に同心円タタキが認められる。 207-210は須恵質、

211-213が軟質で淡褐色。 KCⅡは217を除いて軟質、淡褐色。

220-224はKDⅠ、 225・226・はKDⅡ。いずれも須恵質で、堅い。 228-232はKDⅢ、

227がKDⅣである。

文字瓦 233-234はいずれも平瓦の下面に焼成前にへラで文字を刻んだもの。前者には「石」 (い

しへん)、後者には「二十一」と記されている。

瓦塔 236は瓦塔で、外面はケズリ、内面は指ナデで調整、外面の斗供を粘土貼り付け、柱を刻

線でリアルに表現している。 235は軟質の瓦と同じ胎土と焼成で、図の上面には縁が削り出

され、下面には端部が薄く中央がかなり厚い。用途不明。



IIb期(古墳時代)

Ⅲ期の遺物

SD162

.- ..
6 6

∴(養t〝「び〝

・ ＼

∈]一幕,2

一、び顎_/
養==手==ク」⊥⊂==ク

96

1iiiiiiiiiFI ＼J E=;〟

二2^^

さ

SJ

J=書式107

∈∃≡安。 9

T.・L・・ ;.北

第28図1Ⅰb期・Ⅲ期の遺物

33



∴び∴

び

-、室井=プ1 15

寺≦‡≡ま

∈≦≦≡∃新

∈ ,/330
問31

ii實楽

三三. (=

巨真jii
∈三二≡≡∃路

20cm

第29図Ⅲ期の遺物

34



sB6∈6

∈∃;或7

養寺。

SB59

SB71

＼-玩 l

l≡去1-

⊂

20cm

∈‡∃宕
-

1

∈∃ =室5
一J

∈ヨーー新1

i_る

J

∬

第30図11Ⅰ期の遺物



SD169(2)

ま≡≦圭宕17。

.さ

^s^?畫_ ;:

ll_一一さ

192

36

→ -

∈≡∃≡詔

∈≡∃宕。
∈∃E新8 5

∈∃ 186

≡y

/与

_I _さ

∴ "

版真真i^gf^^ssrtiPi
//

*s,

第31図11Ⅰ期の遺物



ヨ~^^

蝣^

4遺
mm

妄言部

羊譲葉.

/千三≡] 202

I^^Sjg^^^^SS^I禮

i_JILIL ;..J

第32図九瓦・平瓦

37



養・十.び/蝣蝣蝣I、
′ I

,㍗.y.芸・

-.}
ヽ、

・>;甘′ _
†

1
I

1、、 :i.忌
～

汁.ぺ
:・、 :ぐ
r P

噌1g

書、二二いも

38

恕
び―.

Fg
濫:.

&
*&

恵

義
鵠
♂.―特

「
第33図平瓦・軒丸瓦

0 20㎝
lL|l111 i i i



.、卸

福海園

ぜ

皇 、土"vMkZl

血qi脚
讃1

Y～

39

三「 〟_I

第34図軒丸瓦

I

.

.

.

‥

r

>

ォ

v

サ

.

 

'

¬

213



瀧
・
-
%
#
.
&
蝣
>

'
蝣
f
c
.
i
l
w

H
i甕

.u
J
并
■
l
■

ー蝣蝣**蝣*.三に二T^

l

祥csr一幕一=

tzァ

第35図軒丸瓦

40



・
*
・
"
"
'
:

i
t
*
*
*
*
?

蝣
.
サ
*
'
,
,
*
'
'

K
"
w
^
i
+
*
x
再
轟
持
田

.
ど

41



・L、、*s、:、、 、、:、

寺.二・、'-・

工*>・

強麺東
.

賓盛雄V引.-

*?*.?蒜芋罷∴・>/-'蝣* 、'
l

42

-*・・

232

A
ギ
ヾ

第37国軒丸瓦.文字瓦・瓦塔



4 Ⅳ期の遺物

下街道

宿場町

江戸時代になると幕府によって五街道をはじめ多くの街道が整備された。名古屋清水口

から小牧・善師野・美濃国土田を経て太田宿付近で中山道に合流する街道を上街道(木曾

街道)といい、大曽根から内津を経て美濃国に入り槙ケ根で中山道に合流する街道を下街

道(善光寺街道)といった。上街道が、木曾を支配するために尾張藩によって開かれた藩

営の街道であったのに対し、下街道は、上街道経由より四里程近い事もあって庶民の旅で

賑わったという。勝川宿は、この下街道の大曽根から最初の宿場町で、上街道へ抜ける道

も通じていたため、追分の宿として繁栄した。勝川Ⅳ期は、宿場町として繁栄の時期にあ

たり、 19世紀を中心とした時代である。

調査では、先に述べたように下街道の側溝や宿場町の町屋を区画する溝、ゴミ穴などが

見つかり、多くの遺物を得た。遺物には、土器、陶器、磁器、金属製品、石製品などがあ

り、遺構から出土した一括遺物を中心にふれることとする。

(1)土器、陶器、磁器(第38図一第45図)

説明の繰り返しを避けるため、最初に主要器種の分類をしておく。椀や皿に注目すると

同じ器種でも陶器と磁器が見られることから、陶器をⅠ類、磁器をⅡ類とし、形状の違い

によって器種分類をする。

碗A口縁部が小さく外反し、削り出し輪高台の鉄釉の碗。天目茶碗。

B高台脇から丸みを帯びて開いた碗。丸碗。

C高い高台から直線的に開く灰釉の椀で、呉須による紋様がある。広東碗。

D高台脇から丸みをもって開く端反りの碗。

E腰折れ気味に丸みを帯びつつ立ち上がり直線的に開く碗。

F胴部下方は丸みを帯び、上方はほぼ直立する筒形の碗。

G高台脇から垂直に立ち上がる筒形の碗。

皿A小型の皿で、高台が付かないもの。

B体部が丸みを帯び開く皿。

C端反りの口縁の皿。

D腰部で折れ曲がる皿。

E折り縁気味にロ縁が外反するひだ皿。

F体部が緩やかに広がる大型の皿。

鉢A浅い大型の鉢で、丸みを帯びて立ち上がる体部を持ち、ロ縁部はやや肥厚。

Bやや深い鉢で、外反気味のロ縁部は厚くなり、玉縁状になる。

C深い鉢で丸みを帯びて内湾気味に立ち上がるもの。



SD127 (第38図、 237-240)碗IIB・IID、鍋、ミニチュアの灯籠が出土した。

239は型起こしの灯籠で笠部とは別造り。灯明部には馬のレリーフが認められる。 240は

鍋で、鉄釉が掛かる。外側下半は露胎で、厚く煤が付着している。 2個の取手にはそれぞ

れ3孔が開いている。

SD129C第38図、 241-247)碗ⅡC・ⅡG、合子蓋、小壷、戸車が出土した。 245は合子の

蓋で、灰釉が施されている。 246は灰白色の釉が掛かり、体部上面には呉須で文様が描かれ

ている。 247は陶器の戸車。周辺部がかなり磨滅している。

SD108 (第39図、 250-257)碗IIE、鉢ⅠA、擂鉢、鍋、瓶などが出土した。

248は外側に単純な文様が呉須で描かれるが、技術が未熟なものか、呉須の部分に釉がよ

くかかっておらず、不鮮明。 249は薄い鉄釉がかかる灯明皿。外面下半は露胎。 253は取手

も注口も欠損しているが、厚く茶色の釉がかかる瓶。 254は花形の取手が付いて胴部上半は

クシによる平行線が引かれ、厚く黒色の釉がかかる土瓶。底近くには申し訳程度の三足が

付く。厚く煤が付着。 256-257はいずれも土器。 256は円筒形の体部に薄い板状の三足が付

く。煤は係着していない。七輪であろう。 257は浅い鍋で、いわゆる炮烙。

SD148(第40図、 258-277)碗ⅠC・ⅡB・ⅡD・ⅡE・ⅡG・ⅠF、皿ⅠB・ⅠC、鉢

ⅠA-Ⅰ B、そのほか大型の甕や壷が出土した。 261は248とまったく同じ物。 265はいわゆ

る鎧茶碗で、外面には黄灰色の灰釉が施され、外面口縁部から内面には鉄釉がかかる。櫛

状の道具で刺突文を施す。 266・267は鉄釉と灰釉の掛け分け茶碗で、碗Ⅰ F。体部外面中

央付近に数条の沈線を施し、外面には鉄釉を掛け、一部重ねて体部中央から内面全面に灰

釉をかける。 260は皿ⅡB。鮮やかな紺色の花文が見込に筆描きされている。

272は皿ⅡCで、内面のみに呉須で花文がえがかれる。見込み部には「寿」字が書かれる。

273は鉢Ⅰ Bで内面に亀、外面に単純な文様が、呉須で描かれる。 274は鉢Ⅰ A。黄白色

の灰釉が掛かる。 275・276は壷で、それぞれ肩、台の側面に陰刻で文様が彫られ、鮮やか

な緑釉が掛かる。 277は水甕で、体部には流水文が彫られ、高台周辺を除き濃緑色釉が施さ

れる。

SK393 (第42図、 299-300)碗ⅠAが出土した。口縁部のすぐ下のくびれが顕著で厚く黒

色釉がかかる。高台周辺は露胎。

SK392(第42図、 301-309)碗ⅠB・ⅠF、皿ⅠA・ⅠB・ⅠD、鉢ⅠC、小壷、大いぶ

しなどが出土した。 301はやや小振りの碗で淡黄色釉がかかる。高台付近は露胎。

302は鉄釉と灰釉の掛け分け茶碗。 303は皿Ⅰ A。灰釉の皿で、灯明皿であろう。 304は淡

黄緑色釉が施される。高台は断面三角形で大きく、露胎。 305は皿I Eで、灰釉が掛かる。

見込に呉須で文様を描く。 306は皿Ⅰ D。灰釉皿で内面に花文が描かれる。 307は灰釉の小

壷。陶器。 308は鉢Ⅰ C。 309は常滑窯産のアカモノで、大いぶし。肩部に6孔が外から中

に向かって開けられている。内面の桟の部分にも同様な穴が開けられている。外面下胴部

には長径12cm、短径6.5cmの楕円形の穴が開けられている。肩には取手が付く。内面の桟よ

り上には厚く黒い煤が付着している。



SK398C第43図、 310-313)碗Ⅰ F、甕などが出土した。 312は常滑窯産の甕。内湾する口

縁部で、外面には指押圧によって施文した1条の突帯をもつ。 313も常滑窯産のクドで、ロ

縁部は内側に引き出される。体部には幅20cm、高さ16cmの隅丸三角形の焚口がある。

SK418(第43図、 314-317)碗Ⅰ F、擂鉢が出土した。椀はいずれも鉄釉と灰釉の掛け分

け茶碗であるが、 314が丸みが強く、 316は腰部で折れて体部も直線的にやや開き気味に延

びる。 315は両者の中間のような形状である。

SK562 (第44図・第45図、 318-317)椀ⅠC・ⅡB・ⅡD・ⅡE、皿ⅠA・ⅡF、鉢ⅠB・

ⅡB、ミニチュアの人形、杯、蓋、香炉、徳利などが出土した。

322は碗ⅡBで、印版染付で花文が施される。 323は銅版転写によって象の図柄が描かれ

ている。 325は磁器の小杯。底裏に「萬古」の印が押されている。四日市の万古焼きの製品

を意味するものであろう。 326-327は灯明皿。 328は皿ⅡB。クロームによる淡緑色の釉が

かかり、花文と歌が記されている。330は赤褐色の焼きの杯で、内面には「せいろきねん陣

中作」、外面には「清國大平山」と刻まれ、長方形の枠に囲まれた「歩ノ六ノ六」と「安藤」

とが押印されている。日露戦争の記念に陣中で製作したものだろうか。

345・346はセットで、瓦質の七輪である。蓋上面はヘラミガキが施され、裏面は厚く煤

が付着している。体部は型造りで、表面には亀甲文などが配され、二つの取手は亀を模し

ている。ロ縁部は外側へ折り曲げ、上面には平坦部が形成される。口縁部内側には鍋など

の支えが3か所つけられている。焚口の戸が左右に動く。内部には円形の桟がはまる。

335-338はいずれも磁器で型で造られている。 336は獅子舞いで、金・黄・青・赤の彩色

が残る。 337は手に扇をもった坊主か、 338は手に馬のおもちゃを持った子供を背負う着物

姿の女性。

SK378 (第42図、 297-298)内面に墨書が残る土師質の皿が重なって2枚出土した。ほぼ

同じ大きさで、直径8.2cm、底径4.5cm、高さ1.9cm。 298には梵字の年が、中心に1字、周

囲に中心を向いて8字が記されている。

60A区表土剥ぎ(第41図、 278-296)重なる整地層の年代がわかりにくく、やや掘り過ぎ

てしまい、何等かの遺構を破壊してしまったために、見つかった遺物の一群がある。

いずれも陶器ばかりで、碗B・C・F、皿B・蓋、合子、小壷、鉢などが出土した。

278-279がいわゆる広東碗で花文、捻文が施される。 283はいわゆる柳茶碗で、外面に柳

の絵の一部が認められる。 283は白色釉を同心円状に施し、上から全面に淡黄色の釉をかけ

ることで、縞模様を形成している。 284は底裏に墨で「十」カ、文字を記す。 287-288はや

や古く遡る摺絵で、見込に単純な草花文がある。 292は三足が付く鉢。灰釉がかかり、体部

下半は露胎。 294は小壷。 295は灰色の釉が掛かる合子。
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(2)金属製品・石製晶

金属製品には、煙管と櫛がある。 348は

煙管の雁首で、太く短い首部は潰れ、火

皿は欠損している。銅製。 349は銅製の薄

い櫛で、長さ9.8cm、幅2cm、厚さ1mm、

櫛歯は57本造られている。

石製品には砥石350がある。長さ6.8cm、

幅3cm、厚さ2.6cm。凝灰岩製。

(松原)
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第46図ⅠⅤ期の遺物(金属器、石器)



Ⅳ自然科学的分析

1勝川遺跡より産した昆虫群集について

1.はじめに

勝川遺跡は春日井市勝川町5丁目に所在し、弥生時代～江戸時代にわたる複合遺跡であ

る。地形的には第四紀更新世後期の低位～最低位段丘を構成する鳥居松面上に立地している。

今回、昆虫分析を実施したのは、勝川遺跡62A区(上屋敷地区)の江戸時代後期の試料で

ある。江戸時代後期の勝川遺跡からは、多数の考古遺物とともに当時の住居跡や溝・井戸

などが発見され、勝川宿として栄えていた頃の様子が発掘調査によって明らかになってい

る。

なお、比較試料として勝川遺跡より東南東2kmの庄内川の沖積低地に位置する松河戸63

A区(江戸時代前期)からも試料を採取し、昆虫の分析を実施した。

分析試料の採取場所は、勝川遺跡では下街道に沿う幅1mの滞およびその上位に重なっ

た土坑中、松河戸遺跡では屋敷地を区画する幅約1.5-3.0mのL字状の溝のコーナー付近

の埋土である。試料採取地点の標高は、勝川遺跡では約13.4m (溝底13.0m)、松河戸遺跡

では約14.0m (溝肩14m、溝底13.3m)であった。

2.分析方法

分析試料は、両遺跡ともに発掘調査現場より昆虫を含んだ土ごと採取し、室内において

主にブロック割り法によって昆虫を抽出した。発見された昆虫についてはクリーニングの

のち、 1点ずつ実体顕微鏡下で現生標本と比較のうえ同定した。

分析した試料は、勝川遺跡では27㍑入りコソテナ5箱分(約100kg)、松河戸遺跡では同

4箱分(約85kg)である。

3.昆虫群集

検出された昆虫は、第3表に示したとおりである。科および亜科レベルまで同定できた

昆虫は勝川遺跡では2科77点・ 2亜科248点、松河戸遺跡では4科33点・ 4亜科18点であっ

た。また、属レベルまで同定できたものは勝川遺跡では2属109点、松河戸遺跡では3属153

点であり、種まで同定できたものは勝川遺跡15種306点、松河戸遺跡10種38点であった。検

出された昆虫の総点数は、勝川遺跡では所属不明および未分類の甲虫目237点を含め980点、

松河戸遺跡では同じく所属不明および未分類の甲虫目395点を含め921点であった。なお、

第3表に示した昆虫は、個体数ではなく節片数であり、種まで同定できた昆虫については

検出された部位ごとに、科(亜科)および属レベルまでしか同定できなかったものについ

ては節片数で集計して示した。

両遺跡ともに検出された昆虫は、食菓性昆虫のスジコガネ亜科(RUTELINAE) (計539



点)およびサクラコガネ属(Anomalaspp.) (計254点)がきわめて優占する群集組成であ

るとみなすことができる。

勝川遺跡では、マメ科植物やブドウ・クリなどの果樹や、クズ・ヤナギなどの葉を食害

するヒメコガネ(Anomala rufocupreaMOTSCHULSKY)が著しく多く発見され、ヒメ

コガネ1種だけで総点数の24.5%を占めた。スジコガネ亜科およびサクラコガネ属までし

か分類できなかった節片のなかにも、ヒメコガネに同定されるべき節片も相当数含まれて

いることを考慮に入れると、ヒメコガネの数はさらにふえるものと考えられる。次に多く

発見された昆虫は、同じく食葉性昆虫の一種のドウガネブイブイ(Anomala cuprea

HOPE) 43点、地表性歩行虫のゴミムシ科(HARPALIDAE) 37点およびゴミムシ科の仲

間のオオゴミムシ(Lesticus magnus (MOTSCHULSKY)) 3点であった。食葉性昆虫

では、ヒラタアオコガネ(Anomala octiescostataBURMEISTER)、クロコガネ(Holotri-

chia kitoensis BRENSKE)、ビロウドコガネ(Maladerajaponica (MOTSCHULSKY))、

アオウスチャコガネCPhyllopertha intermixta ARROW)がそれぞれ1点ずつ見つかって

いる。

ほかに食糞性昆虫のエソマコガネ属(Onthophagussp.) 2点、同コブマルエソマコガネ

(Onthophagus atripennis WATERHOUSE) 3点と、水生昆虫のコガムシ(Hydrochara

affinは(SHARP)) 5点が発見されている。

松河戸遺跡では、スジコガネ亜科292点およびサクラコガネ属147点のほかに、ドゥガネ

ブイブイ21点、雑木林や屋敷林などの広葉樹の樹液に集まるシロテンハナムグリ

(Protaetia orientalis (GORY et PERCHELON)) 4点やカナブン(Rhomborrina

japonica HOPE) 2点、同じく樹葉性の昆虫であるタマムシ(Chrysochroa fulgidissima

(SCHONHERR)) 1点、コメツキムシ科(ELATERIDAE) 15点、コフキコガネ属

(Melolonthasp.) 2点、アオハナムグリ (Eucetonia roelofsi (HAROLD)) 3点が発見

された。

そのはかに水生昆虫のヒメゲンゴロウ亜科(COLYMBETINAE) 5点、ミズスマシ

(Gyrinus japonicus SHARP) 2点が見つかっている。

なお、所属不明および未分類の甲虫目等とした計632点の昆虫片は、両遺跡ともにコガネ

ムシ科の小型種やゴミムシ科等の腹部腹板、前胸・中胸・後胸の各側板、前肢・中肢・後

肢片やその基節・転節、およびその他の微小節片等にあたるものが多く、現段階では同定

することを見送ったが、今後より詳細な検討を加えれば分類可能なものも含まれている。

4.古環境

ヒメコガネ・ドウガネブイブイ、スジコガネ亜科およびサクラコガネ属、その他の食葉

性昆虫の多産によって、江戸時代後期の勝川遺跡の周辺にはブドウ・カキなどの果樹ない

しは食葉性昆虫の生息するような樹木が多数生えていたことが考えられる。しかし、昆虫

群集に江戸時代前期の松河戸遺跡のような樹液に集まる種群や森林性の食植性昆虫を多く



伴わないことから、樹木の密度はそれほど高くなく、樹種も低木や草本を中心としたもの

であったと推定される。

ヒメコガネやドウガネブイブイなどの比較的小型のコガネムシ科が多く発見されたこと

から、ハギやネムノキ・フジなどのマメ科植物やクズ・ノブドウ・ヤナギなどが生えた畑

地や村はずれの林縁などのような環境だった可能性が考えられる。

地表性歩行虫のゴミムシ科や食糞性昆虫の産出から、人里に近い環境が推定され、水生

昆虫のコガムシはおそらく人家に伴う灯火に飛来したものであろうと考えられる。

一方、江戸時代前期の松河戸遺跡では、スジコガネ亜科やサクラコガネ属、ドウガネブ

イブイなどの食葉性昆虫が多く発見されたものの、コフキコガネやシロテンハナムグリ・

カナブンなどコガネムシ科の大型種も兄いだされることから、樹木の生い茂った雑木林の

ような環境であったことが考えられる。これら大型のコガネムシ科は広葉樹の樹液や樹葉

上に多くみられることから、木立のなかにはクヌギやコナラ・カシなどがまじっていたこ

とが推定され、ノコギリカミキリやスジコガネの発見からはマツが生えていた可能性が考

えられる。

なお、今回発見された昆虫は、出土状況等から考えて両遺跡ともに、大部分が死後土中

に埋もれたままほとんど移動することなく現在に至った現地性の昆虫化石(昆虫遺体)で

ある可能性がきわめて高く、今後昆虫が検出された遺構と出現昆虫を詳細に分析・検討す

ることによって、樹木が生えていた位置や樹種等さらに精度の高い情報が得られることも

考えられ、昆虫分析の一つの方向性を示すものである。 (森勇一)

文献

日浦勇・宮武頼夫・那須孝悌(1984)、昆虫遺体群集による遺跡環境の復元に関する基礎

的研究.古文化財の自然科学的研究、古文化財編集委員会編、同朋舎、 411ー429.

森勇一(1988a)、勝川遺跡及びその周辺から産した昆虫化石と古環境.愛知県埋蔵文化

財センター年報(昭和62年度)、 118-137.

森勇一(1988b)、昆虫化石と古環境.一愛知県勝川遺跡を中心として-、弥生文化の研

究、 10、雄山閣出版、 202-212.

森勇一(1989)、昆虫化石から得られた愛知県勝川遺跡周辺の古環境.考古学と自然科学、

21、 57-71.

森本桂ほか(1984・1985・1986)、原色日本甲虫図鑑. Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、保育社

中根猛彦(1975)、原色日本昆虫図鑑.上・下、保育社

野尻湖昆虫グループ(1984)、野尻湖発掘(1978-1982)で産出した昆虫化石.地団研専報、

27. 137-156.

野尻湖昆虫グループ(1987)、第9次野尻湖発掘および第4回陸上発掘で産出した昆虫化石.

地団研専報、 32、 117-136.

野尻湖昆虫グループ(1988)、昆虫化石ハンドブック.ニューサイエンス社、 126p.



Insect Remain Assemblage in the Kachigawa Site

of Aichi Prefecture, Central Japan

Yuichi MORI

(Archaeological Research Center of Aichi Prefecture)

Insects are the most abundant of all living things in terms of numbers of kinds-at least a

million species, making up several quite dissimilar groups. Therefore, we can get a lot of useful

information from studying insect remains.

The author paid attention to the charcteristic of indicator of insect remains, collected them at

the Kachigawa and Matsukawado site. They have been classified to restore the paleoenviron-

ment.

The Kachigawa site is located in the Kachigawa town at the southeast of Kasugai city. The

Kachigawa site is the compound site ranging from the middle Yayoi period to the late Edo period,

and situated on the lower terrace since late pleistocene. I analyzed the insect remains discovered

in the deposits of the late Edo period at the Kachigawa site.

The Matsukawado site is located at 2 kilometers to the east-southeast of the Kachigawa site,

and a sample of this site was taken for insect analysis. The insect remains of the Matsukawado

site were discovered from the deposits of the early Edo period.

I succeeded in identifying a total of 980 sclerites of them at the Kachigawa site, 921 sclerites

at the Matsukawado site. Many of them belong to plant-eating insects, such as RUTELINAE and

Anomala sp. from the both sites.

Especially, abundant leave-eating insects, Anomala rufocuprea, Anomala cuprea, a lot of ground

-wandering insects such as HARPALIDAE, and some dung-eating insects, Onthophagus sp. and

Onthophagus atripennis were found at the Kachigawa site.

At the Matsukawado site, many leave-eating insects, Anomala rufocuprea, Anomala cupera,

some forest-inhabiting insects, Protaetia orientalis, Chrysochroa fulgidissima and ELATERIDAE,

and some aquatic insects, such as COLYMBETINAE and Gyrinus japonicus were found.

In the late Edo period, there were a lot of village-inhabiting insects such as RUTELINAE,

Anomala sp., Anomala rufocuprea, and Anomala cuprea at the Kachigawa site. As the result,

many people and their life certainly existed near there. And it is assumed that fruit trees were

planted around their houses.

About the ealy Edo period, it is thought that people inhabited near the trees mixing the broad

-leaved tree and the coniferous tree, judging from the fact that a lot of leave-eating insects were

found in the plant-eaters of the Matsukawado site.



第3表出現昆虫の種名およびその特徴

昆 虫 種 名

江 戸

形 態 的 特 徴 ・生 態 生 息 環 境

前 期 後 期

松

河

戸
63A

勝

川
62A

水

生

ヒメゲソゴP ウ亜科 5 ヒメゲソゴT2 ウ属 ・マメゲソゴロウ属 . モソキマメゲソゴロ 池や小川, 水田などに住み、灯火にも飛来

C O LY M B ET IN A E ウ属など日本に6 属27種が生息しているe 体長5 ~ 10mmの中

型のゲソゴP ウの仲間。

する○

コガムシ W 3 P I 体長16~ 18mi、黒色で光沢がある○報勉には教本の浅い点刻 日本各地の池沼や水田などに普通にみられ

Hydrochara am n 担 (S H A R P) T 1 列が見られる。成虫は水草 .藻を食べるが、幼虫は肉食性で

ある。

る○灯火にも来る○

ミズスマシ W 2 体長6 - 8 in 。鞠勉は黒色でつやがある。鞠勉には明眺な点 日本各地の池沼や水田に見られる。

Gyrinus japonicus SH A R P 刻列が認められる○水面に落ちた小虫を捕食する。

食

エンコガネ属 4 2 日本に27種生息するが、発見された鞠勉片や他の部位の特徴 食糞性の地表性歩行虫で、犬などの獣糞や

O nthophagus spp・ から、おそらくコプマルエソマコがネかその近縁種と考えら

れる。

人糞に来る0

コプマルエソマコガネ W l P I 体長6 - 10m ○銅紫光沢を帯びた黒色の食糞性昆虫○前胸背 犬の糞を好み、他の獣糞や人糞にも来る○

糞

性

O nthophagus atripenn 花W A T ER H OU S E Ⅱ1 板は雄では中央前方に縦の凹陥があり、その両側の隆起は平

行。雌では中央前方に1対の小さいこぶを有する○鞠勉の同

室にはやすり臼状の額粒がある。

日本各地に普通。

ダイコクコガネ亜科 2 copris属 5 種のいずれかの種に分類される黒色の報麹片が尭 大型草食獣とくに牛馬糞に多い○

S CA R A B A EIN A E 見されている。

地

表

性

ゴミムシ科 3 37 日本に約1200種の生息が知られている○今回発見されたゴミ 雑食性～肉食性の地表性歩行虫である。

H A R PA L IDA E ムシ科は中～小型種に属する鞠勉 (片) および前胸背板等で 生活ゴミや汚物等に集まり、灯火にも飛来

ある。 する。

オオゴミムシ P 3 体長20nunをこえる大型のゴミムシの一種。鞠趨・前胸背板と 低地から山のふもとにかけての野原や畑.

L esticus m agn鵬 (M O T SC H U LSK Y ) もに黒色で光沢がある。夜行性で成虫. 幼虫ともに肉食性で

ある○

川原 ・松林などに生息する。

ナガヒョウタンゴミムシ H 1 体長19mm内外0 黒色で光沢があり大あごの発達が著しい○成 平地の畑や野原などに普通に見られる○

Scari tes terricola pacifi cus BA T E S 虫.幼虫とも夜行性で、昼間は土中や石の下にかくれていて、

夜間地面を歩きまわってヨトウムシやコガネムシ類の幼虫を

捕食する0

エソマムシ W 3 体長6 - 12m ○黒色でがんじような体つきをしている○朝勉 成虫は春から秋にかけてあらわれ、動物の

M erohn おγjekeli (M A R SEU L ) は上部 ・下部とも切断状で由療な集線を有する。 死体や糞などに集まる。腐った動物質の糞

などに発生するハエの幼虫を食べる。

ハソミヨウ W 1 体長20㎜以外。輸勉は黒紫色でビP I ド状、周辺部と中央付 日本全土の比較的乾燥した地面上に生息す

Cicindela chinensゐ japonica T H U N B ER G 道の携帯は金属色を呈する○

平地から低山地にかけて多く生活し、成虫は春から秋まで道

の上などの地表面にみられ、他の虫を捕らえて食べる○

る○

食

植

性

コメッキムシ科 15 日本には約600種が知られる○体長は1 m 程の教小雀から80mm 成虫は花上 .樹上 .地上など水中を除くほ

EL A T ER ID A E に達するものまでいるが、一般には10㎜前後のものが多い○

地表性で石の下などにいるものもあり、肉食性のものもあるe

とんどあらゆる場所に兄い出される○

タマムシ W l 体長30 - 41㎜0 体全体が線色で金属光沢があり前胸背板や鞠 エノキやサクラ. ケヤキ ・ヵシなどの枯木

Chrysochroa fu軸木si刑a (SC H O N H E RR ) 勉に赤色の幅広い縦紋が見られるe 中に産卵し、成虫もこれらの木に多い○

ノコギリヵミキリ H l 体長23~ 48mm0 鞠勉 .前胸背板ともに黒褐色で、報勉に不規 マツなどの針葉樹をはじめ、各種倒木に集

Pn on us insulai水 M O T SC H U L SK Y 則な凹凸が発達する○ まり、灯火にもよく飛来する。

シP テソハナムグ]) W 4 W 1 体長20- 25m ○光沢のある黒褐色から黒線色 ・黒紫色など個 北海道を除く日本各地の低山地から平地に

Protaetia orientalis (G O R Y et P E R - 体によって色彩変化がある○成虫は6 月頃現れ、樹液に集ま かけて分布する○

C H E LO N ) る○

カナプソ H I T l W l 体長23~ 29mm○銅色から暗線色まで、個体により色彩変化が 前種同様北海道を除く日本各地の低山地か

Rhom borrhina japonica H O PE ある。成虫は7 三8月頃クヌギ類の樹液に隼土る。 り平地に見られる○

コヵブトムシ W 1 体長20- 24m ○黒褐色で、雄は頭部中央に一本の角があり、 日本各地の雑木林の朽ち木中によく見られ

E ophileurus chinens由 (FA LD E RM A N N ) 前胸背板の中央部もくぼむ○成虫は6 月頃から出現○朽ち木

や地表で発見されるが 灯火にも飛来する○昆虫の死骸など

を好んで食べ、土中の朽ち木に産卵する○

る。
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食

葉

性

コガネムシ科 7 40 日本から約300種が知られ、遺跡中からの発見も多い。主とし

SC A RA BA E IDA E て動物の糞や死体に集まる食糞群と、主に植物の葉や花 .樹

液を好む食植群に大別されるが、ここに含まれるコガネムシ

科は主に食菓性昆虫のみである0

スジコガネ亜科 292 247 マメコガネ属. サクラコガネ属 ・コガネムシ属などの食菓性

R U T EL IN A E 昆虫が含まれる。

サクラコガネ属 147 107 ヒラタアオコガネやヒメコガネ ・ドゥガネブイブイなどを含

A nom ala spp・ む食菓性昆虫群である。

スジコガネ W 2 体長15- 19mm。色彩変化が大きい。成虫は6 月頃から出現し 日本全土の雑木林や庭木などの針葉樹の菓

M im ek testaceipes M O T SC H U L SK Y て、主に針葉樹の葉を食べる。 を食する。

ドゥガネブイブイ W 15 P 2 23 P 16 体長18- 24㎜。銅色をしたやや光沢のある鞠勉を有し、隆粂 ブドウ. ヵキなどの果樹のほか、多くの植

A nom ala cuprea H O PE H I F 3 A 2 T 1 L が不明瞭でなめらかである。 物の葉を食べる食菓性昆虫である。

サクラコガネ W 1 体長16- 20㎜。線色～黄緑色を中心に体色には変化が多い。 日本全土に分布し、サクラなどの/ミラ科を

A nom ala daim iana H A RO LD はじめ、多くの広葉樹の葉を食べる。

ヒメコガネ 181 P 5 体長13- 16m 。線色. 青藍色 ・黒色 .赤褐色など色彩に変化 マメ科の植物を中心に、ブドウ・クリなど

A nom ala rufocup rea M O T SC H U LSK Y S 1 H 5 A が多い。 多くの植物の葉を食べ荒す。

ヒラタアオコガネ W 1 体長10- 12m.。線色で光沢のある鞠勉を有する。朝謁上面の 本州(西部) より南部の日本各地に分布し、

A notnala octiescosn ta B U R M EIST ER 縦の隆起は4 条からなり、外側の2 条は不明瞭。 広葉樹の葉上に見られる。

コフキコガネ属 2 コフキコガネ・オオコフキコガネをはじめ、日本には5種生 本州以南の日本各地に分布し、広葉樹の菓

M elolonm a sp. 息する。生息地から考えて、上記2 種のいずれかに分類され

る鞠勉片が2 点発見されている。

を食害し、灯火にも飛来する。

クロコガネ P l 体長15- 20㎜。やや褐色を帯びた黒色光沢のある鞠勉を有し、 日本全土。クヌギなどの広葉樹を食べ荒す

H olotrichia kiotoenss BR E N SK E 前胸背板や頭部には粗大点刻が散りばめられる。 食菓性昆虫。灯火にも飛来する。

ビP ウドコガネ W 1 体長 8 ~ 9 mm。黒色～暗赤褐色で体全体がビロード状の綿毛 日本全土。各種の葉を食べる。灯火に飛来

M ak dera iatonica (M O T SC H U LSK Y ) でおおわれる。.成虫は4 月頃地上に出現し、幼虫は土中で根

を食べて生育する。

する。

アオウスチヤコガネ W 1 体長8 .5 - 11㎜。前胸背板は雄では暗色で青緑色の光沢があ 日本各地の樹木や草本類の葉上に見られる

P hvllopertha interm ix ta A RR O W り、雌では両側が黄褐色。鞠勉は雌雄ともに暗褐色であるが、

雄では長毛を疎生し、前胸背板と同色の個体がある。

食菓性昆虫。

ハナムダリ亜科 1 1 コアオハナムグ1) かアオハナムダリに分類される腿鰹節およ 日本各地の樹木や草本類の花を食する。

C ET O N IIN A E び腿節片が発見された。

アオハナムダリ W 3 体長15- 20m 。緑色でハナムグリやコアオハナムグリに似る。 日本各地。各種の花に集まる訪花性昆虫の

E nceton n roebfsi (H A R OL D ) 一種o

ハムシ科 8 日本に約500種生息し、樹木や草木の薫を食するものが多い。 草原地帯や人家付近の帰化植物などの葉上

C H R Y SO M EL ID A E 小型であるのと体全体が柔らかいこともあって遺跡中から発

見されるハムシ科の分類は困難である。

に見られる。

食 ヒメアヵホシテントウ W 1 体長3 ・5 ～4・8u 。鞠勉上面に1 個の黄褐色紋があることによ 日本各地。クワ. ナシ. リソゴなどに寄生

肉
性

C h ocorus kuwanae SIL V E ST R I り分類される。 するクワシP ヵイガラムシを好んで捕食す

る。

所属不明および未分類の甲虫目 395 237

総 計 921 980

く部位凡例)

W:鞠惣P:前胸背板H:頭部T:胸部A:腹部

L:腿鰹節S:小楯板F:不明節片

(ただし、種名を決定できなかった昆虫については、節片数のみ記入した。)
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第47図出現昆虫の顕微鏡写真(1) (勝川遺跡62A区;江戸時代後期)

1 ・ヒメコガネAnomala rufocuprea MOTSCHULSKY

右鞘勉(長さ9・2mm)

2.ヒメコガネAnomala rufocuprea MOTSCHULSKY

右鞘趨(長さ11.1mm)

3.ヒメコガネAnomala rufocuprea MOTSCHULSKY

左鞘勉(長さ9.8mm)

4.ヒメコガネAnomala rufocuprea MOTSCHULSKY

前胸背板および頭部(最大幅5.2mm)

5・ドゥガネブイブイAnomala cuprea HOPE

左後腿節(長さ6・lmm)

6.ドゥガネブイブイAnomala cuprea HOPE

左鞘遡上半部(長さ6・8mm)

7・ドゥガネブイブイAnomala cuprea HOPE

前胸背板(最大幅9.6mm)

8・シロテンハナムグリProtaetia orientalis (GORY et PER-

CHELON)

左鞘勉上半部(長さ5.4mm)

9.クロコガネHolotrichia kiotoensis BRENSKE

前胸背板および頭部(最大幅8.8mm)
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第48図出現昆虫の顕微鏡写真(2)

1.コガムシHydrochara affinis (SHARP)

右鞘勉(長さ12・5mm)

2 ・アオウスチャコガネPhyllopertha intermixta ARROW

右鞘勉(長さ7.6mm)

3.ビロウドコガネMaladera japonica (MOTSCHULSKY)

右鞘勉(長さ6・2mm)

6・エソマコガネ属Onthophagus sp.

左鞘遡上半部(長さ5.1mm)

7・サクラコガネ属Anomalasp.

右後腿鰹節(長さ6.1mm)

8.ナガヒョウタンゴミムシScarites terricola pacif、icus

BATES

4・コブマルエソマコガネ属Onthophagus viduus HAROLD前胸背板および頭部(長さ8・2mm)

前胸背板および頭部・左右前歴節(最大幅4・9mm) ・オオゴミムシLesticus magnus (MOTSCHULSKY)

5・エソマコガネ属Onthophagus sp.前胸背板(最大幅6.8mm)

右鞘勉(長さ4.4mm)

62



2勝川遺跡出土瓦試料胎土分析報告

1.分析の目的

一般に、胎土分析の対象とされるものは縄文土器や土師器などの土器類がほとんどであ

り、土を焼いた製品という意味では同じ性格である瓦の胎土については分析例が少ない。

当社でもこれまでに愛知県下で出土する土器の胎土分析を多数行ってきたが、瓦の分析は、

名古屋城三の丸遺跡関連の胎土分析における中～近世の瓦試料34点があるのみである。本

分析は、この分析例の少ない瓦の胎土の状況を把握することにより、土器とは全く異なる

用途の製品の製作・流通状況を考察するための基礎資料とすることを目的とする。

2.試料

試料は、愛知県春日井市勝川遺跡より出土した奈良時代の瓦36点である。瓦の種類の内

訳は、丸瓦8点、平瓦20点、軒丸瓦4点、軒平瓦4点である。各種類とも発掘調査担当者に

より複数種に分類されている。各試料の試料番号、種類、分類、調査区などを第4表に示

す。

3.分析方法

これまで、愛知県の胎土分析では、一貫して胎土中の砂分の重鉱物組成を胎土の特徴と

してきた。本分析でも、この方法に従う。処理方法は以下の通りである。

土器片約10-15gを鉄乳鉢を用いて粉砕し、水を加え超音波洗浄装置により分散、 #250

の分析篩により水洗、粒径1/16mm以下の粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、得られた1/

4mm-1/8mmの粒子をテトラブロモエタン(比重約2.96)により重液分離、重鉱および軽

鉱物を偏光顕微鏡下にて同定した。同定の際、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を

呈するものを不透明鉱物とし、それ以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は

「その他」とした。鉱物の同定粒数は250個を目標とし、その粒数を算出し、グラフに示す。

同定粒数が100個未満の試料については粒数%を求めずに主な産出鉱物を呈示するにとど

めた。

4.分析結果

鉱物の同定粒数100個以上を数えた試料は、全体の半数である18点しかなかった。これら

の試料のほとんどが、変質粒である「その他」を80%以上含み同定可能な鉱物が量的にも

少ない。中でも試料番号5、 7、 8、 10、 13などはほとんど「その他」からなる。また、

本分析結果は次に示すように各分類毎に特徴を捉えることができる。

a. KAI (試料番号1-4)

全点とも鉱物同定粒数が100個未満であったことから、重鉱物含量の少ないことが特徴で



ある。試料番号2を除いた全点に斜方輝石、ジルコン、ザクロ石の3鉱物が含まれている

ことから、後述するKBⅡに類似する胎土である可能性もある。

b.KAⅡ(試料番号5～8)

「その他」が非常に多く、90%以上を占める。特に、試料番号5および7は、「その他」

で250個を数えた。

c.KBⅠ(試料番号9-16)

KAⅡと同様に「その他」が非常に多く、ほぼ90%以上を占める。このうち、試料番号13

は「その他」で250個を数えた。また、試料番号15は「その他」以外の鉱物の量比が20%近

くあることで、他のKBⅠとはやや異質である。

d.KBⅡ(試料番号17-23)

同定鉱物粒数100個以上の試料が試料番号14と23の2点しかないことから、全体的に重鉱

物を含む量が少ないことが特徴である。ただし、試料番号17と23の組成から斜方輝石、ジ

ルコン、ザクロ石の3鉱物を含むことが特徴になる可能性がある。

e.KBⅢ(試料番号24、25)

2点とも斜方輝石と単斜輝石を多く含むことが特徴である。

f.KBⅣa・Ⅳb(試料番号26、27)

KBⅣaの試料番号26は、90%以上が「その他」であるが、それを除くとジルコンが特徴

である。KBⅣbの試料番号27は同定粒数100個未満であったが、ジルコンを含むことで試料

番号26との類似性が考えられる。

g.KBⅤ(試料番号28)

少量の斜方輝石、ジルコン、不透明鉱物と微量の角閃石、ザクロ石が特徴である。

h.KCⅠ(試料番号29、30)

2点とも「その他」が多いことと少量の斜方輝石を含むことは共通するが、試料番号29

は少量のジルコンを含み、試料番号30は微量の角閃石とザクロ石を含むという違いがみら

れる。

i.KCⅠa・KCⅡ(試料番号31、32)

分類の異なる2点であり、試料番号32は鉱物同定粒数100個未満であるが、両試料とも斜

方輝石、酸化角閃石、黒雲母、ジルコンをともに含むことで胎土に類似性のあることが考

えられる。

j.KDⅠ(試料番号33)

「その他」が90%近くを占める。「その他」を除けば両輝石とザクロ石が特徴である。

k.KDⅡ(試料番号34)

少量のジルコンが特徴である。KBⅣa・Ⅳbに類似する。

1.KDⅢ(試料番号35、36)

2点の試料とも鉱物同定粒数が100個未満であり、しかもほとんど重鉱物が含まれないこ

とが特徴である。



以上各試料の分析結果を第4表、第49図に示す。

5.考察

(1)胎土と瓦の種類および分類との関係について

第49図では、各試料の組成の横に種類および分類等を示した。このうち、瓦の種類と胎

土との間には相関性を認めることはできない。すなわち、各種類の瓦の胎土には、様々な

組成のものが混在し、また、種類間で類似した組成の胎土も認められるからである。一方、

上記結果に記載したように胎土は、分類毎に特徴を捉えられることから、分類との間には

相関性があると考えられる。

(2)中世の瓦胎土との比較

冒頭に述べたように愛知県下の遺跡から出土した瓦の胎土分析は、名古屋城三の丸遺跡

関連試料の分析報告がある。ここでは、清州城下町遺跡、岐阜城千畳敷遺跡、名古屋城三

の丸遺跡の3箇所の瓦胎土を分析し、それぞれの遺跡毎に胎土の特徴が捉えられた。前2

者の遺跡出土の瓦は、ほとんどが尾張地域の指標となる「輝石型」の胎土からなるが、後

者の遺跡は様々な組成の胎土が混在するという状況である。これに比べて本分析結果は、

全く異なった結果であるといえる。このことは、尾張地域という見方では同一地域のもの

といえる瓦の製作あるいは供給状況に、奈良時代と中世の間には大きな違いがあったこと

を示唆する。その違いの内容を具体的に解明するためには、胎土分析だけではなく考古学

情報も含めた総合的な検討が必要であると考える。

(3)奈良時代の土器胎土との比較

愛知県下の遺跡から出土した土器の胎土分析では、本分析の対象となっている奈良時代

のものが比較的少ない。主なものでは、志貴野遺跡関連試料胎土分析の奈良時代の土師器

の甕や松崎遺跡関連試料胎土分析の中の8世紀の製塩土器数点がある。志貴野遺跡関連試

料の分析では、尾張地域にある大淵遺跡出土の試料が分析されており、ジルコンを多く含

む胎土と両輝石を多く含む胎土とに分類されている。これらは、重鉱物が特に少ないこと

もなく、 「その他」の量比も本分析の試料に比べれば特に多くはないことから、本分析試料

と胎土が類似するとはいえない。しかし、本分析試料の多くが斜方輝石とジルコンを含む

ことは、大淵遺跡の土師器胎土に通じるところがあり、尾張地域の胎土の地域性を感じさ

せる。今後は、三河地域の奈良時代の瓦の胎土分析をするなどして、瓦における胎土の地

域性の検証も必要であろう。

(パリノ・サーヴェイ株式会社)
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第4表試料の重軽鉱物組成

読 ヵ 斜 単 角 酸 縁 褐 i ザ 縁 電 不 そ 重
料 ン′ 方 斜 閃 化 色 色 延レ ク レ 気 逮 の 鉱
香 ラ 輝 輝 石 角 黒 黒 コ ロ ン′ 石 明 他 物
号 ン′

石
石 石 閃

石
雲
母

雲
母

こ/ 石 石 鉱
物

同
定
粒
数

1 0 1 0 1 0 0 0 5 0 0 0 7 38 52

2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 8 10

3 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 15 18

4 0 2 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 24 30

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 250

6 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 13 16

7 0 0 0 0 0 0 .0 0 0 0 0 0 250 250

8 0 8 0 0 0 0 0 3 2 1 0 0 236 250

9 0 0 0 5 0 0 0 1 1 0 0 0 194 201

10 0 1 3 1 0 0 0 1 1 0 0 0 122 129

ll 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 25

12 0 1 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 ll 17

13 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 247 250

14 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 26

15 0 ll 0 0 1 0 0 4 2 0 0 3 106 127

16 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 34

17 0 6 0 0 0 0 0 4 3 0 0 0 87 100

18 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 9

19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3

21 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 7

22 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 14

23 0 8 0 1 0 0 0 9 2 0 0 0 89 109

24 0 123 9 0 1 0 0 3 5 . 0 0 0 109 250

25 0 23 6 0 0 0 0 0 1 0 0 2 69 101

26 0 1 0 0 0 0 0 7 0 0 0 5 196 209

27 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 68 69

28 0 13 1 4 0 0 0 10 4 0 0 43 175 250

29 0 9 1 0 0 1 0 6 0 0 0 1 107 125

30 0 22 0 5 0 1 0 1 3 0 0 1 122 155

31 0 ll 4 1 3 4 2 2 3 0 0 0 116 146

32 0 2 0 0 2 0 2 3 0 0 0 1 28 38

33 0 2 4 0 1 0 0 1 2 0 0 0 9 1 101

34 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 6 225 250

35 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 . 0 0 6 7

36 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 5 7

67



Ⅴまとめ

勝川遺跡は標高約13mの鳥居松段丘縁辺部に形成された遺跡で、主として弥生時代中期

以降、現代に至るまでの複合遺跡である。今までの発掘調査によって、人々の活動が大き

く四時期に区分されることが明らかになっており、ここでは土地区画整理関係による発掘

調査で新たに得られた所見を列挙することとしたい。さらに南東山古墳についての見解も、

示しておきたい。

(1)新たな所見

Ⅰ期(弥生時代中期)

62B区62J区63A区で高蔵期に比定できる、四隅が切れる方形周溝墓を多数検出し

た。また、 62J区のSD165からは多数の当該期の土器が出土し、南東山地区のSD175からも

土器が見つかったことから、 Ⅰ期において62J区付近が墓域であり、その南から東方に居

住域があったと推定できよう。

Ⅱ期(弥生時代後期～古墳時代)

この時期の方形周溝墓は、 59B区61B区62A区62C区などで見つかっており、ま

た名古屋環状2号線用地内の調査でも確認されていて、墓域はⅠ期の位置から西へ拡散し

たように見られる。居住域は、古墳時代初頭には南東山地区での居住が確認されたが、上

屋敷地区では確認できていない。

Ⅲ期(奈良時代～平安時代)

61B区62J区62C区で寺域を画する大藩を確認し、勝川廃寺の規模がほぼ確定でき

たことが最も大きな成果といえる。さらに寺域内を区画する溝も何箇所かで確認し得たが、

版築を行うような建物はまったく確認できず、伽藍配置は依然として不明のままである。

61A区62A区62B区59C区で確認した掘立柱建物が、どんな性格の建物かは今後の

検討課題として残った。なお寺の存続期間については60A区SD134などから灰釉陶器(0

-53号窯式期)が見つかったことから、 10世紀後半までを考える必要がある。

Ⅳ期(江戸時代以降)

下街道が2間幅で、その両側に町屋が並んでいたことが廃棄土坑や区画溝の位置から明

らかになった。なおこの頃まで、依然として勝川廃寺の瓦が辺りに多量に散布しており、

かまどや井戸などに再利用されることがあった。 (松原)

(2)南東山古墳について(13ページ第10図・第11図参照)

南東山古墳は勝川古墳群の一つで、別名「州原山古墳」という。昭和44年、春日井市教

育委員会の調査終了後、墳丘上は畑地となり徐々に削られたため、調査当時には3m以上



あったとされる盛土も、現在はほとんど残っていない。今回は墳丘東端を調査したが、こ

こでの盛土(Ⅱb層)の残存状況は最厚で30cm、場所によってはまったく残っていない。

検出した遺構は、幅1.5m、深さ0.2mの浅い溝(第11図の土層図におけるⅡa層)のみ

である。これは、その規模から土取り溝と考えられる。戦後の開発にともない墳丘周辺は

少なからず削られてきたが、墳丘東側ではⅡa層東肩がほとんど壊されている。 Ⅱa層西

肩からこの溝の方向を見ると、南東側から北西に向かい鈍角に屈曲して北北東に向かって

いる(第10図)。そして7.4m進んだところで削り取られ、それより北ではⅡa層はまった

く検出されなかった。

以上の発掘調査の所見を踏まえて、ここでは「春日井市遺跡発掘調査報告第四集』 (以下

「報告書」と略す)から今回の調査に関連する部分を取り上げ、検討を加えたい。

「報告書」によると墳丘東側、つまり今回の調査区周辺の埴輪採集地点が「墳丘の東側

と南側で、 (中略)採取された埴輪の分布からはぼ墳丘の裾であったと推定」されるものの、

「伝聞によれば東側をもっとも大きく削り取ったということ」であり、ここに矛盾が見ら

れる(疑問1)。次の問題は、本古墳についての最大の問題となる墳形である。 「報告書」

では直径40mの円墳と推定しているが、 「『東春日井郡史』によれば、 『皆前方後円式にして

規模広大なり』とあって本古墳もその中に含めている」として疑問をなげかけている(疑

問2)。

これらの二つの疑問点を今回の調査結果に照らし合わせてみる。疑問1については、周

壕は当然削られたとしても、 Ⅱa層が存在することにより墳丘にはほとんど至っていない

ものと考えたい。疑問2については、前述のごとく盛土がほとんど残っておらず、確証を

得るには至らなかった。ただ、 Ⅱa層の屈曲の仕方から単純に推定すれば、この屈曲部を

くびれ部とする前方後円墳のようにも見える。もしこの推測が正しいとすると、後円部と

思われる南側は大きく削られていることになり、 「報告書」に記載された埴輪の採集地点が

墳丘の東側及び南側とする見方に合致しない。逆に、本古墳を帆立貝式古墳とし、 Ⅱ a層

の屈曲を造り出し部に伴うものと考えると、最も削られた場所は北側となり、とりあえず

不都合はない。この様に、これまでの調査結果を総合的に見てみると、帆立貝式古墳の可

能性が高いかに見えるが、いずれにせよ墳丘の原形をまったく留めない現状において、部

分的調査では自ずと限界がある。

春日井市教育委員会による調査はトレンチを入れただけのものであり、墳形を推し量る

までにいたっていない。それだけに今回の調査は重要なものであったが、盛土の削平は予

想以上に進んでおり、如何ともできない状況であった。墳丘以北および以東の調査区にお

いては周壕の検出を目指したが、こちらも深く抉られており、その痕跡も確認できない有

様であった。このような状況をすべて把握した上で、一応の結輪として、帆立貝式古墳と

考えた。これ以上削平が進む前に少しでも調査が行われるよう、行政的な配慮を期待した

い。 (岡本)



遺構番号 調 査 区 旧遺構番号 備 考

1期

SZ 23 62B S Z 01

30 62B S Z 02

32 59C S Z 01

33 63A a S Z 04

34 63A a S Z 03

35 63A a S Z 02

36 63A a S Z 01

39 62J S Z 05

40 62J S Z 04

41 62J S Z 06

42 62J S Z 02

43 62J S Z 03

44 62J S Z 01

SD 165 62J S D 19

175 90B S D 06

Ⅱ期

SZ 16 62C S Z 01

24 6 1B S Z 01

25 6 1B S Z 02

26 62A S Z 03

27 61B、62A S Z 04

28 62A S Z 02

29 62A S Z 01

37 62C S Z 02

38 62C S Z 03

S D 163 62J S D 22

170 90B S D 05

S Z 3 1 59C S Z 02

S B 73 90C S B 03

74 90C S B 02

Ⅲ期

S B 47 60C S B 01

48 60C S B 02

49 60B S B 01

50 61A 、62A S B 02

5 1 62A S B 03

52 62A S B 01

56 62B S B 02

57 62B S B 01

58 59C S B 01

59 59C S B 12

60 59C S B ll

61 59C S B 10

62 59C S B 03

63 59C S B 02

64 59C S B 04

65 59C S B 05

66 59C S B 06

67 62J S B 07

69 62J S B 05

71 62J S B 03

72 62J S B 10

S D 79 61B S B ll

149 59C SD 03

150 59C SD 04

159 62C SD 03

162 62C SD 02

164 62J SD 2 1

S D 133 60A SD 06

134 60A SD 04

70

遺構番号 調査区 旧遺構番号 備 考

ⅠⅤ期

SB 53 60A SB01

54 60A SB02

SD 108 61A SD10

SD 127 62A SD02

129 62A SD08

147 59C SD01

148 59C SD02

151 59C SD05

SE 13 62A SE01

SX 24 60A SX 01

SK339 60A SK 34

379 62B SK 136

392 62B SK 101

393 62B SK 211

398 62B SK 52

418 62B SK 105

562 62C SK 03



2.遺物
遺物番号 登録番号 遺 構 器 種 口径 (cm ) 底径(cm ) 器高(cm ) 備 考

1 62J S -1 S D 163 石鉄 長 5 .4 幅 1 .2 寒 0 .6

2 62J S -4 S D 163 石鉄 〝 4・1 〝 2・4 〝 0 .7

3 62J S -3 S D 163 石鉄 〝 1 .35 〝 1 .45 〝 0・2

4 62J S -2 S D 164 石鉄 〝 2 .1 〝 1・4 〝 0・55

5 62J S -5 S K 579 磨製石斧 〝 8・2 〝 5・4 〟

6 62J Sー6 S D 165 砥石 〝 11 .3 〝 8 .5 〝 4 ・3

7 62 B E -4 S Z 30 壷 15・8 - -
8 62 B E -l S Z 30 壷

- 4 .8 -.
9 62 B E―5 S Z 30 壷

壷

24 .8 - -
10 62 B E -3 S Z 30 - - -
ll 62 B E -2 S Z 30 - ll .5 -
12 62 T E -81 S Z 39 餐

壷
- 6 .4 -

13 62 T E -80 S Z 39 - 7・3 -
14 62J E大 S D 165 壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

餐

餐

餐

聾

餐

6・8 - -
15 62J E -2 S D 165 8 .5 - -
16 62 T E -5 S D 165 ll .6 - -
17 62 T E -3 S D 165 16 .7 - -
18 62J E -4 S D 165 18・1 - -
19 62J E -6 S D 165 22・0 - -
20 62 T E -7 S D 165 28 .4 - -
2 1 62 T E -8 S D 165 23 .9 - -
22 62J E -9 S D 165 26・9 - -
23 62 T E―10 S D 165 - - -
24 62J E -19 S D 165 - - -
25 62J E大8 S D 165 - - -
26 62J E大5 S D 165 - - -
27 62T E大7 S D 165 - - -
28 62J E大6 S D 165 - - -
29 62T E大4 S D 165 - - -
30 62T E -13 S D 165 - - -
31 62T E大1 S D 165 - - -
32 62J E大2 S D 165 - - -
33 62J E -36 S D 165 20 .8 - -
34 62J Eー50 S D 165 21 .0 - -
35 62T E -40 S D 165 21・8 - -
36 62T E -32 S D 165 25 .6 - -
37 62J E -31 S D 165 22 .4 - -
38 61B E -6 S Z 27 壷

壷

賓

13 .5 4・9 22 .3

39 62 A E -l S Z 27 - 5・0 -
40 62A E -2 S Z 27 - 4 .5 -
4 1 61B E -4 S Z 24 壷

壷

ll .6 4 .9 16 .1

42 6 1B E―5 S Z 24 - 5 .4 -
43 6 1B E -2 S Z 25 壷

壷

壷

13 .8 6 .0 26 .8

44 6 1B E―3 S Z 25 7 .2 3 .8 10・3

45 6 1B Eー1 S Z 25 19・0 5.4 28・4

46 62J E -lll S D 163 高杯

壷

壷

台付饗

餐

15 .6 - -
47 62 T E -86 S D 163 15 .8 - -
48 62J E -87 S D 163 - - -
49 62 T E -115 S D 163 20・4 10・4 25 .7

50 62J E大13 S D 163 18・8

51 62J E -114 S D 163 台付賓 - 8・6 -
52 90B a S -l 表土 石鉄 長 3 .2 幅 2.0 寒 0 .8

53 90B f S -2 S D 170 石鉄 〝 2 .7 〝 1・6 〝 0・6

54 90C S -3 トレン/チ 石鉄 〝 2 .4 〝 1.3 〝 0 .4

55 90C S -4 黒色土 石錬 〝 2 .8 〝 1・4 〝 0 .7

56 90C S -5 検出 石鉄 〝 2 .4 〝 1.1 〝 0 .5

57 90C E -3 S B 74 器台 - - -
58 90C E -4 S B 74 高杯

- - -
59 90C E -6 S B 73 壷

壷

壷

25.8 - -
60 90C E 〝7 S B 73 15.8 - -
61 90C E -5 S B 73 8・5 5・0 ll .0

62 90B a E -l SD 175 壷

壷
- - -

63 90B f E ー2 SD 170 12 .2 7.4 22 .0

64 59C E -25 検出 杯蓋A - - -
65 59C E -32 S D 147 高杯

柿

堰

- 9・0 -
66 62J E 大35 S B 68 12 .0 - - .
67 63A b E -4 S D 154 - 3・0 -
68 60A E -48 表土 円筒埴輪 - - - m m 窶.

69 62B E -7 検出 円筒埴輪 - - -
70 62B E -8 SK 210 円筒埴輪 - - -
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遺物番 号 登録番号 遺 構 器 種 口径(cm) 底径(cm ) 器高(cm ) 備 考

71 59C E -106 S D 149 円筒埴輪
- - -

72 60A E -49 表土 円筒埴輪 - - -
73 59C E -110 S D 148 円筒埴輪 - - -
74 62B Eー15 S K 127 円筒埴輪 - - -
75 59C E -107 S D 148 円筒埴輪

- - -
76 62J Eー201 検出 Ⅰ 円筒埴輪 - - -
77 62B E -9 検出III 円筒埴輪 - - -
78 62B E -13 検出Ⅲ 円筒埴輪 - - -
79 60 A E -51 検出 Ⅰ 円筒埴輪 - - -
80 60 A E -50 表土 円筒埴輪

- - -
8 1 62B Eー6 S K 392 円筒埴輪

82 62B E -14 検出Ⅲ 円筒埴輪

83 62A E -34 S D 129 円筒埴輪

84 62B E -ll 検出 Ⅰ 円筒埴輪
- - -

85 62B E -12 検出II 円筒埴輪
- - -

86 62 T E -202 S D 164 円筒埴輪 - - -
87 62B E -10 検出 Ⅰ 円筒埴輪 - - -
88 59C Eー108 撹乱土掘 円筒埴輪 - - -
89 59C E -109 レキ層 円筒埴輪

- - -
90 62C E〝3 S D 162 盤

盤

20・2 - -
9 1 62C E -2 S D 162 19 .6 11・4 3・0

92 6 1B E -8 S D 79 杯蓋B

賓
18 .4 - -

93 6 1B E -7 S D 79 29 .0 - -
94 62J E -109 S D 164 杯蓋B 18 .3 - -
95 62 T E -96 S D 164 杯蓋B 26 .6 - 4 .2

96 62J E―97 SD 164 杯A - 5 .4 -
9 7 62 T E -9 SD 164 杯A - 6 .0 -
98 62J E -99 SD 164 杯A

- - -
99 62 T E 大01 S D 164 杯A - 5 .8 -
100 62J E -102 S D 164 杯A - - -
10 1 62 T E -100 S D 164 杯A 12 .0 6・0 3・7

102 62 T E -107 S D 164 杯A ll.8 8 .0 -
103 62 T E -94 S D 164 杯A 13 .4 8 .0 4 .5

104 62J E -93 S D 164 杯A 11・4 7 .7 5・0

105 62 T E -108 S D 164 杯A 13 .6 ll.4 -
106 62 T E -106 S D 164 杯A 17 .8 - 2 ・-.-
107 62 T E -103 S D 164 杯B

- 7 .6 - .
108 62J E -95 S D 164 杯 B 16 .0 ll .4 4・0

109 62 T E -104 S D 164 杯B

壷

14 .0 9・8 3 .9

110 62J E -110 S D 164 12 .2 - -
111 60A E -4 1 S D 134 杯蓋C 14 .9 - 2・6

112 60A E -38 S D 134 杯A 13 .0 8・2 2 .8

113 60A E -36 S D 134 杯C ll .7 5 .7 4 .0

114 60A E -34 S D 134 杯C 12・7 6・0 3・6

115 60A E -35 S D 134 杯C .

杯

皿

皿

餐

浄瓶

- 6・0 -
116 60A E -42 S D 134 - 6・0 -
117 60A E -44 S D 134 - 6 .4 -
118 60A E -43 S D 134 14 .0 7・3 2・8

119 60A E -33 S D 134 28 .0 - -
120 60A E -47 S D 134 - 8 .2 -
121 59C E -38 S D 149 杯蓋B 13・8 - 4 .4

122 59C E -40 S D 149 杯蓋B 15 .8 - -
123 59C E -4 1 S D 149 杯蓋B 20・4 - -
124 59C E -42 S D 149 杯蓋B 21 .6 - -
125 59C E -49 S D 149 杯A ll .9 2・2 3・7

126 59C E -44 S D 149 杯D - . 8 .6 -
127 59C E -45 S D 149 杯B 14 .9 10 .4 5・5

128 59C E -48 S D 149 杯B 19 .1 13・7 6.6

129 59C E -37 S D 149 高盤

■

瓶

瓶

餐

聾

餐

杯A

24・2 - -
130 59C Eー36 S D 149 - - -
131 59C E -54 S D 149 6 .8 - -
132 59C E -43 S D 149 - 8 .8 -
133 59C E -55 S D 149 21 .9 - -
134 59C E -36 S D 149 23 .9 - -
135 63A b E -5 S D 153 30 .6 - -
136 59C E -61 P itl3 13・4 8 .0 3・8

137 59C E -26 検出 杯A 10・6 7 .0 2 .9

138 59C E -58 S B 61 高杯 ll .0 - -
139 59C E -30 検出 平瓶 - - -
140 59C E -62 P itl9 杯D - 6 ・9 -
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遺物番号 登録番号 遺 構 器 種 口径(cm ) 底径 (cm ) 器高(cm ) 備 考

141 59C E -59 S B 59 高盤
- - -

142 62J E -129 S B 7 1 杯蓋B 20 .3 - -
143 62 T E -125 S B 7 1 杯C 12・2 4 .4 4 .5

144 62 T E 大26 S B 7 1 杯B 12 .8 9 .3 3・45

145 62 T E 大〝2 7 S B 7 1 杯B 15 .4 10・9 3・7

146 62J E 大28 S B 7 1 杯B
- 13 .6 -

147 62 T E 大〝33 S B 69 杯蓋B
- - -

148 62J E -134 S B 69 杯蓋B - - -
149 62 T E -130 S B 69 杯A 14 .0 4 .7 4 .9

150 62J E -13 1 S B 69 杯B 15 .1 12・4 3 .4

151 62 T E 大〝32 S B 69 杯B 15 .2 10・7 4 .7

152 62 T E -138 S B 67 皿 10 .6 6・3 2 .3

153

154

62 T E 大〝36

62J E 大3 7

S B 67

S B 67

瓶

杯A

6・7

32・1 24 .0 8・0

155 62J E -152 SD 169 杯蓋B
- - -

156 62 T E -15 1 SD 169 杯蓋B 14 .3 - -
157 62J E -150 SD 169 杯蓋B 16 .9 - -
158 62 T E -149 SD 169 杯蓋B 19 .0 - -
159 62J E 大44 SD 169 杯A - 6 .3 -
160 62 T E -142 SD 169 杯A 12・0 5 .4 4・2

161 62 T E -14 0 SD 169 杯B 13 .8 11・8 3 .5

162 62J E -14 7 SD 169 杯B - 9 .8 -
163 62 T E 大4 1 SD 169 杯B 15 .2 11・4 3 .8

164 62J E -146 SD 169 杯B
- 12・3 -

165 62 T E 大48 SD 169 杯B 15 .0 12・1 3 .9

166 62J E -14 3 SD 169 杯A 14 .0 9 .1 7・4

167 62 T E 大54 SD 169 高杯 - 10 .8 -
168 62J E -153 SD 169 高杯 - 11・3 -
169 62 T E -139 SD 169 土師器聾

- 7・4 -
170 62J E -18 0 SD 169 杯蓋A 11・0 - -
171 62 T E 大〝8 1 SD 169 杯蓋A 17 .5 - -
172 62J E大8 5 SD 169 杯蓋B 18 .0 - -
173 62 T E 大〝67 SD 169 杯蓋B 16・6 - 2 .9

174 62 T E 大69 SD 169 杯蓋B 14 .9 - 3 .2

175 62 T E -184 SD 169 杯蓋B 17 .0 - -
176 62 T E 大8 3 SD 169 杯蓋B 15・3 - -
177 62 T E -168 SD 169 杯蓋B 16 .8 - -
178 62 T E -15 7 SD 169 杯C ll.6 2・0 3 .7

179 62 T E -159 SD 169 杯C 15 .4 5 .8 3 .2

180 62J E 大58 S D 169 杯A 12 .6 5 .9 4・0

181 62J E 大60 S D 169 杯A 16・4 ll.4 6 .3

182 62 T E -176 S D 169 杯B 10・8 6・8 3 .5

183 62J E -16 1 S D 169 杯B 13・2 10 .6 3 .9

184 62T E -163 S D 169 杯B 14 .2 ll .2 3 .7

185 62T E -162 S D 169 杯B 15 .0 10・6 3・7

186 62J E 大77 S D 169 杯B 14 .0 10・8 3・6

187 62T E 大64 S D 169 杯B 14 .2 ll .6 3・8

188 62T E -179 S D 169 杯B 15 .8 13 .1 3 .8

189 62T E -178 S D 169 杯B 15 .8 ll .6 3・1

190 62T E -165 S D 169 杯B 16 .2 11・4 3・5

191 62T E -166 S D 169 杯B

鉢

鉢

瓶

瓶

壷

餐

餐

餐

鉢

丸瓦K A II

19 .6 14 .6 5・3

192 62T E -170 S D 169 10・4 5 .8 7 .8

193 62T E -17 1 S D 169 14 .6 10・3 12・4

194 62J E -186 S D 169 7・4 - -
195 62J E -187 S D 169 - 9・6 -
196 62T E 大88 S D 169 12・9 - -
197 62T E 大90 S D 169 20・2 - -
198 62J E 大9 1 S D 169 18・1 - -
199 62J E -192 S D 169 20・9 - -
200 62T E -193 S D 169 26 .7 - -
201 59C E -104 検 出 - - -
202 63A a E -13 S K 509 丸瓦K A Ⅰ - - -
203 63A a E ー12 S K 518 丸瓦K A Ⅰ - - -
204 62B E -30 S K 392 平瓦K B II - - -
205 63A a E -9 S K 518 平瓦K B I - - -
206 63A a E -8 S K 508 平瓦K B II - - -
207 62B E -16 表土ハギ 軒丸瓦K C Ⅰ - - -
208 62B E -17 S K 392 軒丸瓦K C I - - -
209 62A E -9 S E 13 軒丸瓦K C I - - -
2 10 59C E -96 レキ層 軒丸瓦K C I - - -
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遺物番号 登録番号 遺 構 器 種 口径(cm ) 底径(cm ) 器高(cm ) 備 考

2 11 62B E -18 S K 390 軒丸瓦K C I
- - -

6233A c

2 12 62B Eー21 表土 軒丸瓦K C I
- - -

2 13 62B E -20 S K 398 軒丸瓦K C I - - -
2 14 59C E大.13 S D 149 軒丸瓦K C II - - -
2 15 60 A E -62 検出 I

S D 149

軒丸瓦K C II - - - 6233A c

2 16 59C E -112 軒丸瓦K C II
- - - 6233A c

2 17 59C E -67 軒丸瓦K C II - - - 6233A c

2 18 59C E -97 S D 148 軒丸瓦K C II - - - 6233A c

2 19 59C Eー65 S D 149 軒丸瓦K C II - - - 6233A c

220 62B E -25 S K 398 軒平瓦K D I - - - 三重弧文

22 1 62A E大〝2 S E 13 軒平瓦K D I
- - -

三重弧文

222 62A E -13 S E 13 軒平瓦K D I - - -
三重弧文

223 62A E -ll S E 13 軒平瓦K D I - - - 三重弧文

224 62A Eー10 S E 13 軒平瓦K D I - - - 三重弧文

225 60A E -73 S D 134 軒平瓦K D II - - -
四重弧文

226 60A E -74 S D 134 軒平瓦K D II
- - -

四重弧文

227 62 T E -211 S D 169 軒平瓦K D IV - - - 均整唐草文

228 62 T E -210 S K 568 軒平瓦K D III - - - 偏行唐草文

229 59C E -69 SD 149

表土

軒平瓦K D III - - - 偏行唐草文

230 63A a E -7 軒平瓦K D III
- - -

偏行唐草文

23 1 60A E -77 軒平瓦K D III - - -
偏行唐草文

232 59C E -68 S D 149 軒平瓦K D III - - - 偏行唐草文

233 60A E -80 S D 134 文字瓦 - - - 「石」

234 59C E -101 S D 148 文字瓦

?
.
瓦塔

- - - 「二十一」

235 60A E ー79 S K 339 - - -
236 59C E -71 S D 149 - - -
237 62A E -23 S D 127 碗IID 11・6 4・2 6 .3

灯寵

238 62A E -28 S D 127 碗IIB 16・3 4・0 5・4

239 62A E -31 S D 127 ミニチュア
鍋

1・6 1・6 5・7

240 62A E -29 S D 123 20・2 6・4 9・1

24 1 62A E -129 S D 129 碗ⅠIG 7 .0 3・4 5・5
242 62A E 大9 S D 129 碗ⅠⅠG 7・4 3 .8 6 .2

243 62A E -21 S D 129 碗ⅡC
- 5 .9 -

244 62A E -22 S D 129 碗ⅡC ll.8 5・8 5・95

245 62A E -25 S D 129 合子 9 .2 - 1 .5

246 62A E -24 S D 129 小壷 - 4 .6 -
247 62A E -30 S D 129 戸車 6 .9 - 1・6

248 61A b E -18 S D 108 碗 ⅠⅠE 8 .7 2 .9 4 .0

249 61A b E -19 S D 108 灯 明皿 10・2 4・7 2 .2

250 61A b E -22 S D 108 鉢 ⅠA 31・3 13 .7 6 .6

25 1 61A b E -20 S D 108 捨鉢

鍋

瓶

土瓶

33・0 - -
252 61A b E -15 S D 108 16・2 - -
253 61A b E -14 S D 108 7 .0 6 .0 8 .9

254 61A b E -16 S D 108 7・0 9・5 12・1

255 61A b E -17 S D 108 徳利 3・0 - -
256 61A b E -24 S D 108 七輪 - - -.・-..
257 61A b E -23 S D 108 胞烙 41 .0 - -
258 59C E -75 S D 148 碗 I C - 6 .5 -

鎧茶碗

259 59C E -73 S D 148 碗 ⅠIB - 4・4 -
260 59C E -86 S D 148 皿 ⅠⅠB ll .0 5 .6 2・2
261 59C E -80 S D 148 碗 IIE 9 .0 3 .1 4・1

262 59C E -2 S D 148 碗 ⅠⅠD 10・2 3・6 5.8

263 59C E -78 S D 148 碗 IⅠB ll .0 4・4 5・6

264 59C Eー79 S D 148 碗 ⅠⅠB 10 .8 3 .8 6・0

265 59C E -9 S D 148 碗 I F 8・0 4 .0 5・4

266 59C E -ll S D 148 碗 I F 9・0 4 .2 5.8

26 7 59C Eー10 S D 148 碗 IIG 9 .6 3 .8 5 .0

268 59C E -5 S D 148 碗 IIG 7 .4 3 .6 5・2

269 59C E -7 S D 148 碗 IIG 7・4 5・8 4 .0

270 59C E -4 S D 148 碗 ⅡG 7 .0 4 .6 7・8

27 1 59C E -6 S D 148 碗 ⅡG 6・2 3・2 6・6

272 59C E -13 S D 148 皿 ⅠⅠC 14・2 6・6 4・0

273 59C E -12 S D 148 鉢 I B 15・8 5・5 8 .4

274 59C E -20 S D 148 鉢 I A

壷

壷

水聾

30・0 13・6 5・6

275 59C E -21 S D 148 20 .0 - . - .
276 59C E -22 S D 148 - . 18 ・6 ...-.〟.・..2.
277 59C E ―23 S D 148 30・6 21 .0 13・0

278 60A E ―2 表土 碗 I C 11・0 6 .2 6 .0

279 60A E -3 表土 碗 I C ll .8 5 .6 6 .3

280 60A E -4 表土 碗 I B 12 .2 - -
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遺 物番 号 登 録 番 号 遺 構 器 種 口径 (cm ) 底 径 (cm ) 器 高 (cm ) 備 考

28 1 6 0 A E ー5 表 土 碗 I B 1 2 ・0 4 .0 5 .9

底裏に墨書「十 」

282 6 0 A E 大〝1 表 土 碗 I B
- 3・6 -

2 8 3 6 0 A E - 7 表 土 碗 I B 1 3 .0 4 ・1 5 .8

2 8 4 6 0 A E 大"0 表 土 碗 I B - 2 .8 - .・.
2 8 5 6 0 A E - 1 2 表 土 碗 I G 7 ・8 3 .4 5 ・1

2 8 6 6 0 A E - 1 3 表 土 碗 Ⅰ.G
- 3・5 -

2 8 7 6 0 A E - 1 6 表 土 皿 I B 1 2 .5 5・4 5 ・0

2 8 8 6 0 A E 大.5 検 出 ⅠⅠ 皿 I B 1 0 ・9 6 ・3 7 ・9

2 8 9 6 0 A E - 18 表 土 皿 I B l l .6 4 .8 2 .7

2 9 0 6 0 A E - 1 7 表 土 皿 I B

蓋

鉢

鉢

小 壷

11 ・7 4 ・8 3 .8

2 9 1 6 0 A E - 2 4 表 土 3 .6 10 .2 3 .4

2 9 2 6 0 A E - 2 7 表 土
- 10 ・0 -

2 9 3 6 0 A E ―28 表 土 - 15 ・2 -
2 9 4 6 0 A E ―31 表 土 - 4 ・2 -
2 9 5 6 0 A E - 14 表 土 合 子 8 .6 6 ・1 4 .3

2 9 6 6 0 A E - 3 2 表 土 小 瓶 - 2 ・6 -
2 9 7 6 2 B E - 5 9 S K 3 7 9 土 師質 皿 8 ・4 4 ・7 1 .9

2 9 8 6 2 B E - 58 S K 3 7 9 土 師質 皿 8 .2 4 .5 1 .9

2 9 9 6 2 B E - 3 6 S K 3 9 3 碗 I A 12 .0 - -
3 0 0 6 2 B E - 3 5 S K 3 9 3 碗 I A l l .6 4 .6 6 ・8

3 0 1 6 2 B E - 4 6 S K 3 9 2 碗 I B 10 .4 3 .8 5 .0

常 滑 、アヵモ ノ

302 6 2 B E - 48 S K 3 9 2 碗 ⅠF 10 ・6 9 ・6 6 ・0

3 0 3 6 2 B E - 4 9 S K 3 9 2 皿 I A 9 .2 4 ・8 1 ・5

3 0 4 6 2 B E - 5 0 S K 3 9 2 皿 I B 1 1・4 2 .8 4 .8

3 0 5 6 2 B E - 5 2 S K 3 9 2 皿 I E 12 ・8 6 ・6 2 ・9

3 0 6 6 2 B E - 5 1 S K 3 9 2 皿 I D l l .2 5 ・8 3 ・0

3 0 7 6 2 B E - 5 3 S K 3 9 2 小 壷 2 .0 5 .2 6 .7

3 0 8 6 2 B E - 54 S K 3 9 2 鉢 I C 2 1・4 12 .0 1 1 ・8

3 0 9 6 2 B E - 56 S K 3 9 2 大 いぶ し 19 ・0 2 8 .7 1 7 ・5

3 1 0 6 2 B E - 3 7 S K 3 98 碗 I F 8 .6 3 .6 5 .6

常 滑

31 1 6 2 B E - 38 S K 3 98 碗 I P

餐

12 ・0 - -
3 1 2 6 2 B E - 39 S K 3 98 2 0 .0

3 1 3 6 2 B E - 4 0 S K 3 98 ク ド 30 ・0 2 2 .0 2 3 .8 常 滑

31 4 6 2 B E -4 3 S K 4 18 碗 I F 9 ・2 4 ・4 6 ・1

3 1 5 6 2 B E - 42 S K 4 18 碗 I F 8 .5 4 .4 6 .0

3 1 6 6 2 B E -4 1 S K 4 18 碗 I F 9 ・0 4 .3 5 .4

3 1 7 6 2 B E -4 5 S K 4 18 捨鉢 35 .8 1 3 .2 1 6 .1

3 1 8 6 2 C E - 7 S K 5 62 碗 ll .4 5 .2 6 ・2

孤

31 9 6 2 C E - 9 S K 56 2 碗 11 ・6 4 ・2 5 ・2

3 2 0 6 2 C E - 10 S K 5 62 碗 10 .3 3 ・8 5 ・9

3 2 1 6 2 C E -8 S K 56 2 碗 10 ・0 3 ・2 4 ・1

3 2 2 6 2 C E ー13 S K 56 2 鶴 10 .5 5 3 .5 5 .25

3 2 3 6 2 C E - 17 S K 56 2 碗 11 ・6 4 ・7 5 ・2

3 2 4 6 2C E ー6 S K 56 2 小杯 6 ・2 2 ・8 3 ・9

3 2 5 6 2C E -5 S K 56 2 小杯 5 ・8 3 ・0 4 .2

3 2 6 6 2C E - 19 S K 56 2 灯 明台 6 ・6 2 ・9 1 ・6

3 2 7 6 2C E - 2 2 S K 56 2 灯 明台

皿

大 皿

6 .6 2 .7 1 .5 5

3 2 8 6 2C E - 2 5 S K 56 2 1 2 .4 7 .2 2 ・3

3 2 9 6 2C E - 3 2 S K 56 2 2 6 ・4 1 2 .0 5 . 1

3 3 0 6 2C E - 2 3 S K 56 2 猪 口 7 ・2 2 ・3 2・4

3 3 1 6 2C E - 4 0 S K 56 2 小壷 1 .6 5 4 ・15 6・5

3 3 2 6 2C E - 2 6 S K 56 2 合 子 蓋

蓋

香 炉

9 .3 - 1 .5 5

3 3 3 6 2C E - 2 8 S K 5 6 2 1 5 .6 4 .6 3 .9

3 34 6 2C E - 2 7 S K 5 6 2 1 1 ・6 5 .6 4 .6

3 3 5 6 2C E - 4 4 S K 5 6 2 ミニチ ュア - 2 .2 - 2
3 3 6 6 2C E - 4 2 S K 5 6 2 ミニチ ュア - - 5 .3 獅 子舞

33 7 6 2C E - 4 1 S K 5 6 2 ミニチ ュア - 3 .0 7 .0 僧

338 62 C E - 4 3 S K 5 6 2 ミニチ ュア - 3 .5 - 母 子

339 62 C E - 4 5 S K 5 6 2 水 注

鉢

鉢

鉢

瓶

徳 利

- 4 .8 -
34 0 62 C E - 2 9 S K 5 6 2 1 4 ・8 5 ・6 6 .0

34 1 62 C E - 3 0 S K 5 6 2 1 7 ・0 7 .4 7 .3

34 2 6 2 C E - 3 3 S K 5 6 2 2 1 .2 8 .0 9 .3

34 3 6 2 C E - 3 4 S K 5 6 2 3 .2 6 .0 17 ・0

34 4 6 2 C E - 3 6 S K 5 6 2 3 .2 26 .6 1 1・1

34 5

34 6

6 2 C E - 4 7

6 2 C E - 4 8

S K 5 6 2

S K 5 6 2

蓋

七 輪
23 .8 22 .0 18 ・9

34 7 6 2 C E - 4 6 S K 5 6 2 土 鍋 36 ・8 - -
34 8 6 1A M - l 検 出 Ⅰ 煙 管

棉

砥 石

- - -
34 9 6 1 A M -2 S K 16 0 (長 ) 9 .8 (幅 ) 2 .0 (寒 ) 0 .1

35 0 6 1A S - 2 検 出 Ⅰ (長 ) 6 .8 (幅) 3 ・0 (寒 ) 2 ・6

75
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図版1遺構全体図(1) S-lる1,500
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図版2遺構全体図(2) S-lる1,500

"

=
tヽl

ま
lJ

ヽ-〟

I

g
t.I

ま
川

ド:≡

-

SB72

SZ42 fSD 169

㌦ SZ41- SZ4㌢

SZ39X A ¥J l7 SZ40

SB70

SB69
SD165 62J

SB67 ・・

SD164

SD163

6 3C

90 C

SB73

SB74

SB75

SD171 SD173 90 B

SD170 監 国 SD176

。 醇 留吉 も 0 0 ㌔

SD175



図版3遺構図(1)
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図版5遺構図(3)
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図版6遺構図(4)
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図版7遺構図(5)



図版8遺構図(6)



図版9遺構図(7)
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図版10遺構図(8)
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図版11遺構図(9)



図版12遺構図10)

」
g
t・、

室、
I

Ill

-
.

.

SK499

SZ34 sK508

1--
SD155

SK498 ¥ / i> w SD156

SK500 K502

-

SK509

SD157 W ft /n*vhm #fW SK511

SKsoi- ^ iq y szaaSK503 , 圖 =0

5

5 <06 SK5r¥ SK513頼 ○ 冒芸 15̂ 516SZ35? SK517 ◎Sg[519 SK525SK524

SK514 。 ◎SK520 」T> ^ SK528

SK518 ^ v̂ y ¥¥&j

SK522fr^ SZ36 ◎SK526

SK523 団 SK527

X=-86,140

X=-8615fl



図版13遺構図11)
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図版14遺構図(12
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図版15遺構図13
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図版16遺構図(14
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図版17遺構図(15
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図版18 59C区全景(上が北西,昭和59年9月14日撮影)



図版19 61A・ B区全景(上が北北西,昭和61年9月25日撮影)



図版20

59C区Ⅲ期の遺構

竪穴住居SB59-61

(南西から)

掘立柱建物SB62

(南から)

SB65 (北から)



図版21

59C区111期

遺物出土状態

SD149 (北から)

遺物出土状態(SD149)

遺物出土状態

(SK441,南から)



図版22

60A区, 61A区の遺構

SD134 (南から)

SB53 ・ 54(西から)

61A区(北東から)



図版23

61A区, 61B区

遺物出土状態

SD108 (北から)

SZ24・27周溝内

遺物出土状態(北から)

SZ25周溝内

遺物出土状態(南から)



図版24

62A区の遺構(1)

62A区全景(南西から)

SZ26・27周溝(東から)

SB50 (南から)



図版25

62A区の遺構(2)

SD127 (南西から)

SE13断ち割り(南東から)

SE13遺物出土状態

(南東から)



図版26

62B区の遺構

SZ30周溝(南西から)

SZ23 (北東から)

SB56・57 (南から)



図版27

62C区の遺構

SZ16周溝(北から)

SD159・162 (北から)

ⅠⅤ期土坑群(北、上方から)



図版28

62J区の遺構(1)

SD164 (III期、南西から)

SD163 (II期、南西から)

完掘状態(南西から)



図版29

62J区の遺構(2)

SB69 (北から)

SB67 (東から)

SB67かまど(西から)



図版30

62J区の遺構(3)

62」区北半(北東から)

SZ42・-44 (北から)

SB72 ・ SD169 (北西から)



図版31

63A区の遺構

63Aa区全景(南東から)

63Ab区全景(西から)

SD154遺物出土状態

(南から)



図版32

90B区の遺構

右90B区全景

(東から)

左SD170

(西から)

SD170遺物出土状態



図版33

90C区の遺構

90C区全景(東から)

SB74・75 (東から)

SB73 (北東から)



図版34

1期・ ⅠⅠ期の遺物



図版35

1Ⅰ期、 Ⅲ期の遺物(1)



図版36

Ⅲ期の遺物(2)



図版37

1Ⅱ期の遺物(3)
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図版38

Ⅲ期の遺物(4)



図版39

ⅠⅤ期の遺物(1)



図版40

ⅠⅤ期の遺物(2)
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